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主
観
と
自
発
性

i
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
形
而
上
学
の
根
本
問
題
1
一

　
i
目
　
次
－

序第
一
章
　
　
　
「
自
発
性
」
概
念
の
準
備
的
分
析

　
第
一
節
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
力
」
概
念

　
第
二
節
　
　
「
力
」
か
ら
「
モ
ナ
ド
主
観
の
自
発
性
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

第
二
出
早
　
　
　
　
「
知
覚
」
　
（
O
①
N
N
一
℃
H
O
困
O
口
）

　
第
一
節
　
　
「
知
覚
」
の
概
念
規
定

　
…
㈲
　
　
「
知
覚
」
の
定
義
一
〈
一
に
お
け
る
多
＞

　
1
㈲
　
　
〈
統
一
す
る
働
き
〉

　
一
㈲
　
「
知
覚
」
活
動
の
原
理
に
つ
い
て

　
第
二
節
　
　
「
知
覚
」
の
根
本
性
格

　
1
㈲
　
受
容
性
（
即
①
N
8
二
ぐ
譲
け
）
の
否
定
と
克
服

　
－
㈲
　
自
己
展
開
と
し
て
の
知
覚

　
1
㈲
　
「
℃
禽
8
℃
江
〇
三
と
「
》
署
Φ
器
O
b
江
9
」

第
三
章
　
　
　
「
表
出
」
（
①
砦
ニ
ヨ
¢
ひ
窪
ω
理
宮
搾
象
）

主
観
と
自
発
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
　
井

　
第
一
節
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
表
出
」
概
念

　
1
㈲
　
　
「
表
出
」
概
念
の
基
礎
的
分
析

　
1
㈲
　
マ
①
肩
訟
①
艮
。
こ
と
し
て
の
「
表
出
」

　
第
二
節
　
表
出
と
〈
内
i
外
〉
関
係

　
1
㈲
　
空
問
的
な
〈
内
－
外
〉
理
解
へ
の
反
省

　
－
㈲
　
モ
ナ
ド
の
「
無
窓
性
」

第
四
章
　
　
「
宇
宙
の
活
け
る
鏡
」
（
。
。
豆
。
σ
q
Φ
ぎ
）

　
－
㈲
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
鏡
」
概
念
の
意
味

　
－
㈲
　
な
ぜ
「
鏡
」
、
「
。
・
豆
①
α
q
o
ぎ
」
な
の
か

　
一
㈲
　
モ
ナ
ド
主
観
と
世
界

結
語

一
註
記

七
七

潔
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序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
一
六
八
六
年
の
『
形
而
上
学
叙
説
』
（
∪
馬
§
ミ
隔
譜
ミ
厚
身
鴇
耐
§
）
か
ら
一
七
一
四
年
の
所
謂
『
モ
ナ
ド
仕
懸
；
』
に
至
る
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
の
体
系
的
思
索
は
、
モ
ナ
ド
の
「
自
発
性
」
（
呂
§
艸
§
Φ
ま
）
、
な
い
し
「
自
己
活
動
性
」
（
ω
色
ぴ
。
・
帥
士
女
押
魯
）
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に

よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
自
発
的
モ
ナ
ド
な
る
思
想
の
出
発
点
は
、
「
実
体
し
（
の
信
び
ω
θ
9
5
0
0
）
を
正
に
実
体
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
は
何
か
、
と
い
う
伝
統
的

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

な
問
題
設
定
で
あ
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
事
物
の
要
素
（
δ
。
・
ゆ
綜
ヨ
。
葺
。
。
島
。
ω
o
ぎ
器
m
）
と
し
て
の
実
体
性
は
　
デ
カ
ル
ト
の
言

う
よ
う
な
延
長
物
体
に
は
見
出
さ
れ
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
延
長
物
体
は
合
成
物
（
一
⑦
ω
8
ヨ
b
。
。
・
辞
）
で
し
か
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
分
割
さ

れ
る
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
真
に
「
実
体
し
、
即
ち
事
物
の
要
素
た
る
資
格
を
持
つ
の
は
、
部
分
の
総
和
（
鋤
σ
q
σ
q
お
σ
q
p
ε
ヨ
）
と
い
う
延
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

的
物
体
の
あ
り
方
を
徹
底
的
に
否
定
し
た
、
単
純
（
ω
ぎ
覧
・
）
に
し
て
一
な
る
者
の
み
で
あ
る
。
か
か
る
「
単
純
実
体
」
（
。
。
暮
ω
＄
琴
。

巴
ヨ
見
・
）
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
し
か
し
、
た
だ
“
分
割
さ
れ
ぬ
単
一
者
”
と
い
う
伝
統
的
、
或
い
は
単
に
形
式
的
な
規
定
と
し
て
で
な
く
、

彼
独
自
の
モ
チ
ー
フ
に
基
づ
い
て
考
え
て
い
る
。
そ
れ
故
に
単
純
実
体
は
、
「
モ
ナ
ド
」
（
認
。
冨
自
。
）
と
い
う
特
励
の
名
で
呼
ば
れ
た
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
モ
ナ
ド
は
即
ち
、
何
か
そ
こ
に
た
だ
静
的
に
あ
る
、
と
い
う
仕
方
で
存
在
す
る
或
る
物
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
単
に
数
的
、
量
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

“
エ
”
で
あ
る
の
で
も
な
い
。
各
モ
ナ
ド
は
「
力
」
（
〈
寅
爵
g
ω
＼
年
黙
～
p
h
。
目
8
）
な
い
し
自
己
活
動
性
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

局
非
物
質
的
（
一
ゴ
P
圏
P
鋤
け
⑦
村
一
①
一
）
、
精
神
的
な
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
精
神
の
自
発
的
活
動
自
体
は
い
か
な
る
分
割
を
も
許
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
力
」
、
「
内
的
活
動
」
（
一
喫
⇔
g
δ
二
三
魯
器
の
）
等
々
の
概
念
を
通
し
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
指
向
し
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

体
の
事
態
で
は
な
く
、
認
識
し
、
意
志
す
る
人
間
主
観
の
活
動
で
あ
る
。
従
っ
て
モ
ナ
ド
は
第
一
義
的
に
は
人
間
精
神
（
餌
臼
¢
）
、
主
観
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、
　
、
　
、
（
7
）

（
。
・
ε
9
。
。
聰
い
φ
。
窪
ヨ
）
で
あ
る
。
実
体
性
（
ω
醸
ぴ
。
・
解
藍
本
騨
戸
鰹
）
　
へ
の
問
い
は
か
く
し
て
主
観
性
（
ω
β
ぼ
卑
諜
ユ
叩
け
）
　
へ
の
問
い
に
帰
趨
し
て

（
8
）

く
る
。

　
こ
の
よ
う
に
実
体
規
定
の
問
題
設
定
を
端
緒
と
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
単
純
者
概
念
の
洗
練
を
通
じ
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
モ
ナ
ド
が

究
極
的
に
主
観
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
結
論
す
る
。
我
々
は
し
か
し
こ
れ
と
同
時
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
、
彼
の
体
系
思
索
の
前
提
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
始
め
か
ら
、
「
我
」
の
絶
対
明
証
性
と
い
う
デ
カ
ル
ト
的
問
題
地
平
に
立
っ
て
い
る
事
実
を
も
又
見
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。
デ
カ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ト
に
よ
れ
ば
、
「
我
」
の
み
が
分
割
さ
れ
得
ぬ
統
一
で
あ
る
。
そ
れ
が
常
に
思
惟
し
、
意
志
す
る
者
と
し
て
実
在
す
る
こ
と
は
、
疑
い
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

ぬ
確
実
な
真
理
で
あ
り
、
自
己
意
識
に
よ
っ
て
明
晰
判
明
に
経
験
さ
れ
る
。
「
我
」
の
み
が
意
識
に
直
接
与
え
ら
れ
て
い
る
唯
一
の
真
実

へ在
で
あ
る
と
い
う
、
こ
の
確
信
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
も
基
本
的
に
継
承
し
て
い
る
。
つ
ま
り
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
（
意
識
の
働
き
で
あ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

人
問
主
観
を
「
実
体
」
、
「
モ
ナ
ド
」
と
し
て
全
存
在
者
の
秩
序
の
根
底
に
据
え
、
こ
の
「
主
観
」
概
念
か
ら
の
ア
ナ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
他

の
存
在
者
（
動
物
、
植
物
学
）
、
或
い
は
「
活
動
」
、
「
同
一
性
」
等
々
の
体
系
的
確
概
念
の
性
格
を
規
定
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

な
主
観
概
念
か
ら
の
実
体
把
握
は
、
ハ
イ
ム
ゼ
ー
ト
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
け
る
必
然
的
な
認
識
過
程
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「
個
的
実
体
の
概
念
に
つ
い
て
判
断
す
る
た
め
に
は
、
私
が
私
自
身
に
つ
い
て
持
っ
て
い
る
概
念
を
吟
味
す
る
の
が
良
い
」
（
ア
ル
ノ
i
宛
、

一
六
八
六
年
七
月
十
四
日
付
）
（
O
響
目
H
紹
）
。

　
以
上
の
如
く
、
単
純
実
体
の
概
念
規
定
か
ら
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
又
同
時
に
、
音
脚
識
に
お
け
る
自
我
の
経
験
の
明
証
、
確
実
性
と

い
う
事
実
と
し
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
い
て
「
実
体
」
、
あ
る
い
は
「
モ
ナ
ド
し
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
実
質
的
に
主
観
に
他
な
ら
ぬ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
は
明
白
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
哲
学
の
根
源
的
志
向
を
彼
の
モ
ナ
ド
的
主
観
な
る
概
念
の
う
ち
に
探
ろ
う
と
す
る
我
々

へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
試
み
は
、
そ
の
正
当
な
資
格
を
こ
こ
に
有
す
る
と
言
え
よ
う
。
で
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
主
観
を
具
体
的
に
い
か
な
る
性
格
の
も
の
と
し

て
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
本
論
文
の
題
輿
は
『
主
観
と
自
発
性
』
（
ω
与
葦
容
暮
伽
ω
℃
9
霞
9
一
毒
）
と
言
う
。
こ
れ
は
「
主
観
を
自
発
性
か
ら
理
解
す
る
」
と
い
う

　
　
　
　
主
観
と
自
発
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○

　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

意
味
で
あ
る
。
か
か
る
企
て
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
身
が
モ
ナ
ド
主
観
を
、
何
よ
り
も
自
発
性
と
し
て
、
即
ち
知
覚
し
欲
求
す
る
自
己
活

へ
　
　
　
へ

動
性
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
に
、
そ
の
可
能
根
拠
を
持
っ
て
い
る
。
モ
ナ
ド
主
観
に
お
い
て
は
、
「
存
在
す
る
」
（
①
匠
の
8
お
）
こ
と
は
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

り
も
直
さ
ず
「
働
く
」
（
鋤
σ
q
¢
触
。
）
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
知
覚
」
（
日
直
6
瓢
魯
）
を
多
様
な
表
象
を
統
一
す
る
働
き
と

し
て
、
ま
た
「
欲
求
し
（
餌
署
窪
ま
口
）
を
、
〈
か
か
る
統
一
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
〉
煙
る
一
つ
の
知
覚
か
ら
他
の
知
覚
へ
移
行
す
る
働
き
と

し
て
規
定
す
る
。
知
覚
と
欲
求
は
し
か
し
相
異
な
る
二
つ
の
働
き
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
既
に
欲
求
の
定
義
自
体
が
示

し
て
い
る
よ
う
に
、
欲
求
の
発
動
そ
の
も
の
が
知
覚
の
既
存
を
前
提
し
て
い
る
。
つ
ま
り
両
者
は
相
互
に
浸
透
し
合
っ
て
お
り
、
究
極
の

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

所
、
モ
ナ
ド
の
純
粋
霞
発
性
に
お
い
て
一
つ
で
あ
る
と
晋
っ
て
よ
い
。

　
モ
ナ
ド
主
観
の
こ
の
純
粋
自
発
性
は
、
そ
の
活
動
の
現
実
的
展
開
で
あ
る
次
の
三
つ
の
基
本
現
象
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
具
体
的
に
明
示

さ
れ
、
確
認
さ
れ
る
。
即
ち
第
一
に
、
　
一
に
お
け
る
多
の
統
一
と
し
て
の
「
知
覚
」
（
唱
臼
。
9
二
g
）
、
第
二
に
「
表
出
」
（
賃
肩
窃
。
・
δ
づ
）
、

そ
し
て
第
三
に
「
宇
宙
の
活
け
る
鏡
」
（
q
跡
　
欝
坤
擁
O
一
N
　
く
㎞
く
鋤
嵩
け
　
儀
O
　
一
℃
口
嵩
凹
く
O
N
ロ
。
）
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
知
覚
、
表
出
、
活
け
る
鏡
は
三
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

異
な
る
活
動
、
或
い
は
事
態
を
指
す
の
で
は
な
く
、
モ
ナ
ド
の
同
じ
純
粋
自
発
性
が
現
実
に
働
く
そ
の
三
つ
の
仕
方
に
他
な
ら
な
い
。
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

言
す
れ
ば
、
自
発
性
と
い
う
同
じ
一
つ
の
事
態
が
三
つ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
に
お
い
て
観
ら
れ
、
分
析
さ
れ
た
も
の
が
、
冨
冠
N
言
凶
霞
露
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

昌
ω
脅
宮
窪
臥
ω
嘗
①
鵯
ぎ
一
い
ず
れ
も
自
発
的
モ
ナ
ド
主
観
の
能
動
的
活
動
で
あ
る
が
故
に
、
本
来
は
こ
の
よ
う
に
動
詞
形
で
表
さ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
一
で
あ
る
と
、
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
哲
学
の
根
本
モ
チ
ー
フ
に
沿
い
、
主
観
を
自
発
性
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
本
論
は
、
従
っ
て
次
の
四
つ
の
章
か
ら
成

る
。
即
ち
、
ま
ず
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
け
る
「
自
発
性
し
概
念
の
準
備
的
分
析
（
一
第
一
章
）
、
続
い
て
か
か
る
自
発
性
の
現
実
的
な
三
つ

の
現
れ
方
、
構
造
、
つ
ま
り
「
知
覚
」
（
一
理
二
章
）
、
「
表
出
」
（
一
第
三
章
）
、
お
よ
び
「
宇
宙
の
活
け
る
鏡
」
（
一
命
四
章
）
の
三
つ
を
、

そ
れ
ぞ
れ
順
次
詳
細
に
考
察
し
て
行
く
。
こ
の
考
察
を
通
し
て
我
々
は
、
知
覚
、
表
出
、
鏡
と
い
う
ラ
イ
プ
ニ
ヅ
ツ
独
特
の
諸
概
念
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

モ
ナ
ド
主
観
の
自
発
性
の
固
有
な
性
格
と
意
味
と
を
、
そ
の
具
体
的
な
諸
相
に
お
い
て
明
確
に
呈
示
し
て
い
る
の
を
確
認
す
る
こ
と
が
出



来
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
モ
ナ
ド
主
観
の
自
発
性
に
関
す
る
こ
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
問
い
は
、
単
に
狭
義
の
主
観
概
念
の
分
析
に
留
ま
ら

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ず
、
モ
ナ
ド
主
観
の
客
観
へ
の
、
な
い
し
世
界
へ
の
そ
の
あ
り
方
の
問
題
に
ま
で
達
し
て
い
る
こ
と
を
、
我
々
は
見
出
す
で
あ
ろ
う
。

第
一
章
　
　
「
自
発
性
」
概
念
の
準
備
的
分
析

第
一
節
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
力
」
概
念

369

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
実
体
」
の
実
体
性
を
能
動
的
活
動
に
見
よ
う
と
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
始
め
「
力
」
（
§
り
建
ミ
§
粛
・
§
＼
隷
誉
§
馬
）
の
概
念
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

得
た
。
⑦
×
韓
9
。
は
⇔
σ
q
9
・
に
他
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
彼
の
前
半
期
企
六
九
四
年
末
ま
で
〉
で
は
、
「
力
」
な
い
し
、
「
能

へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

動
的
力
」
（
＜
尻
9
0
鋤
く
節
）
が
実
体
の
内
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
一
六
九
四
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
『
第
一
哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

学
の
改
善
と
実
体
概
念
に
つ
い
て
』
の
中
で
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
伝
統
的
な
実
体
概
念
、
特
に
デ
カ
ル
ト
の
実
体
論
を
厳
し
く
批
判
し
、

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

実
体
は
「
力
」
概
念
か
ら
把
握
さ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
「
こ
の
作
用
す
る
力
（
〈
一
二
房
鋤
σ
q
①
乱
陣
）
は
ど
の
実
体
に
も
内
在

（
ぎ
・
ω
。
。
①
）
し
て
お
り
、
こ
の
力
か
ら
常
に
何
ら
か
の
活
動
（
山
昆
。
）
が
生
ず
る
」
（
○
．
H
＜
ミ
O
）
。
即
ち
実
体
の
本
性
は
延
長
（
①
×
8
鼠
。
）

や
非
貫
通
性
（
ぎ
日
露
⑦
欝
窪
冨
。
・
）
の
概
念
に
は
見
出
し
得
な
い
。
ま
た
、
実
体
を
常
に
静
止
せ
る
物
体
（
8
起
霧
。
ヨ
三
ヨ
。
ユ
・
o
獣
①
。
。
。
。
房
）

の
よ
う
に
見
な
す
の
も
誤
り
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
の
延
長
実
体
、
同
⑦
ω
巽
8
器
鋤
の
よ
う
に
、
作
用
せ
ぬ
者
は
、
存
在
せ
ぬ
も
の
に
等
し
い
。

　
で
は
、
こ
の
「
力
」
の
概
念
i
同
論
文
で
は
「
働
き
」
（
⇔
g
房
）
、
「
衝
動
」
（
8
轟
ε
ω
）
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
一
は
、
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
具
体
的
に
い
か
な
る
性
格
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。
彼
の
「
力
」
は
基
本
的
に
は
終
始
形
而
上
学
的
概
念
と
し

て
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、
我
々
は
な
お
次
の
事
実
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
『
改
善
』
論
文
で
は
、
「
力
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

は
「
重
さ
を
支
え
る
綱
」
、
或
い
は
「
張
り
き
っ
た
弓
」
に
例
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
だ
力
学
的
物
理
的
な
性
格
が
残
存
し
て
い
る
、
「
力
も
し

く
は
力
動
的
な
る
も
の
（
こ
れ
を
ド
イ
ツ
人
は
内
国
津
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
鼠
8
婦
8
と
呼
ぶ
）
の
概
念
は
、
そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
私

　
　
　
　
主
観
と
自
発
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

703　
　
が
【
つ
の
特
殊
学
即
ち
力
学
を
定
め
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
（
。
9
。
σ
q
o
⑦
×
讐
8
乱
器
冨
。
目
ぽ
8
ヨ
一
）
岩
9
。
ヨ
岡
8
ω
ω
。
δ
艮
貯
諺
号
。
・
諏
冨
く
岡
）
、

　
　
実
体
の
聖
な
る
概
念
を
認
識
す
る
上
で
大
き
な
光
を
も
た
ら
す
L
（
○
．
H
＜
＆
O
）
。
つ
ま
り
、
真
な
る
実
体
に
は
能
動
的
な
力
が
内
在
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
る
と
主
張
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
ら
が
、
こ
の
興
信
で
念
頭
に
置
い
て
い
る
モ
デ
ル
は
、
物
体
に
お
け
る
張
力
、
弾
力
等
の
力
学
的
物
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
的
現
象
で
あ
る
。
従
っ
て
モ
ナ
ド
主
観
の
純
粋
自
発
性
、
主
観
の
客
観
へ
の
く
㊦
筈
葺
窪
と
し
て
の
自
己
活
動
性
と
い
う
思
想
は
、
こ
こ

　
　
で
は
ま
だ
鮮
明
に
は
出
て
い
な
い
。
〈
そ
れ
に
は
翌
「
六
九
五
年
の
『
新
説
』
を
出
た
ね
ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
〉
。

　
　
　
だ
が
同
時
に
我
々
は
、
『
改
善
』
論
文
に
お
け
る
こ
の
「
力
」
概
念
の
中
に
既
に
、
後
の
自
発
的
純
粋
主
観
の
思
想
を
準
備
す
る
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
の
モ
メ
ン
ト
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
第
一
に
、
「
力
」
は
各
実
体
に
、
創
造
の
際
神
に
よ
っ
て
刻
印
（
ぎ
窟
。
鋒
）
さ
れ
た
ア
プ

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
リ
オ
リ
な
働
き
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
「
力
」
は
ス
コ
ラ
哲
学
な
ど
で
言
う
「
能
力
」
（
も
0
8
艮
貯
）
の
概
念
と
は
一
線
を
画
す
る
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

　
　
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
力
」
は
、
単
に
可
能
態
に
あ
る
「
能
力
し
が
何
ら
か
の
外
的
刺
激
を
契
機
と
し
て

　
　
現
実
態
に
移
行
し
、
作
用
し
始
め
る
と
い
う
意
味
の
「
力
」
で
は
な
い
。
「
力
」
は
言
わ
ば
「
作
用
能
力
と
作
用
自
体
の
中
間
者
」
な
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
し
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
で
あ
り
、
作
用
自
体
へ
の
衝
動
な
い
し
傾
向
を
自
ら
の
内
に
含
ん
で
い
る
故
、
現
実
に
作
用
し
出
す
た
め
の
き
っ
か
け
を
他
か
ら
求
め
る

　
　
、
　
、
　
、
　
、
（
4
）

　
　
必
要
は
な
い
。
換
雷
す
れ
ぽ
、
自
ら
の
本
性
の
必
然
的
展
開
が
即
ち
そ
れ
の
現
実
的
活
動
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
と

　
　
し
て
「
力
」
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
「
力
」
か
ら
「
モ
ナ
ド
主
観
の
自
発
性
し
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
一
④
　
以
上
の
よ
う
な
「
力
」
概
念
は
、
し
か
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
身
の
〈
モ
ナ
ド
の
自
発
性
〉
と
い
う
モ
チ
…
フ
自
体
が
成
熱
、

、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

深
化
す
る
に
伴
い
、
そ
の
後
そ
の
意
味
内
容
に
顕
著
な
発
展
を
示
す
。
そ
れ
以
前
の
『
改
善
』
論
文
で
は
、
「
力
」
は
第
一
に
、
〈
物
体
に

含
ま
れ
て
い
る
力
学
的
な
力
〉
へ
の
類
似
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
認
識
し
意
志
す
る
人
聞
主
観
の
働
き
と
し
て
「
力
」
を
捉
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

立
場
は
ま
だ
明
確
で
な
い
。
第
二
に
、
「
力
」
は
実
体
に
潜
在
的
に
内
在
す
る
一
つ
の
性
質
と
し
て
、
つ
ま
り
、
実
体
と
性
質
と
い
う
伝
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統
的
な
カ
テ
ゴ
リ
…
を
通
し
て
、
理
解
さ
れ
て
い
る
。
「
力
」
、
或
い
は
自
発
性
は
単
に
一
つ
の
性
質
で
あ
る
に
留
ま
ら
ず
、
実
体
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ち
主
観
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
後
の
問
題
地
平
は
ま
だ
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
要
す
る
に
『
改
善
』
論
文
ま
で
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

立
場
は
、
「
実
体
」
が
、
デ
カ
ル
ト
の
言
っ
た
よ
う
に
「
延
長
」
だ
け
で
な
く
、
正
に
「
力
」
を
内
に
含
む
と
い
う
こ
と
の
主
張
に
留
ま

っ
て
い
る
。
従
っ
て
そ
こ
で
は
「
力
」
概
念
は
摘
出
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
「
力
」
自
体
の
自
発
的
性
格
、
純
粋
自
己
活
動
性
を
明

確
に
論
ず
る
所
ま
で
、
ま
だ
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
身
の
議
論
が
達
し
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
こ
れ
に
対
し
、
一
六
九
五
年
六
月
の
『
新
説
』
に
始
ま
る
後
半
期
に
入
る
と
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
〈
モ
ナ
ド
の
自
発
性
〉
の
モ
チ
ー
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

は
大
き
く
前
進
し
、
「
力
」
概
念
も
画
期
的
な
進
展
を
示
す
。
即
ち
彼
は
、
「
力
」
を
も
は
や
単
な
る
力
学
的
現
象
か
ら
の
類
推
に
お
い
て
で

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

は
な
く
、
正
に
モ
ナ
ド
主
観
の
知
覚
し
欲
求
す
る
自
己
活
動
と
し
て
、
或
い
は
客
観
に
対
し
常
に
能
動
的
に
行
為
す
る
純
粋
主
観
そ
の
も

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
と
し
て
見
る
問
題
地
平
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
力
」
概
念
は
、
モ
ナ
ド
主
観
の
自
発
性
と
い
う
思
想
へ
深
化
徹
底
さ
れ
る
と

言
っ
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
実
は
、
「
単
純
実
体
」
の
概
念
が
次
第
に
「
モ
ナ
ド
」
と
し
て
洗
練
さ
れ
、
結
局
実
体
論
は
実
質
的
に
〈
認

識
し
意
志
す
る
意
識
活
動
、
即
ち
人
間
主
観
〉
の
問
題
へ
転
換
昇
華
さ
れ
て
行
く
こ
と
と
同
一
の
事
態
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
形
而
上
学
体
系
が
そ
の
最
も
完
成
さ
れ
た
形
で
結
晶
し
て
い
る
最
晩
年
の
二
篇
、
『
原
理
』
と
『
モ
ナ
ド
ロ
ギ
ー
』

で
は
、
「
力
」
な
る
語
は
影
を
ひ
そ
め
、
代
っ
て
モ
ナ
ド
は
「
活
動
し
得
る
存
在
者
」
（
巨
贈
お
8
窓
び
げ
匹
”
》
。
ぎ
口
）
と
か
、
「
内
的
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

理
」
（
げ
箕
ぎ
。
ぢ
。
葺
①
讐
①
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
（
そ
し
て
『
原
理
』
が
そ
の
冒
頭
か
ら
明
確
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
単
純
実
体
1
ー
モ

ナ
ド
は
「
生
け
る
者
」
（
諄
く
陣
①
。
。
）
、
「
精
神
」
（
剛
自
助
ヨ
・
ω
）
、
「
理
性
的
精
神
」
（
図
。
。
。
跨
。
。
℃
昏
ω
）
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
）
。
さ
ら
に

注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
『
モ
ナ
ド
ロ
ギ
ー
解
職
十
一
節
に
お
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
草
稿
並
び
に
A
写
本
に
あ
っ
た
「
8
誘
。
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

誘
を
、
後
の
B
写
本
で
は
削
除
し
、
「
箕
言
9
。
葺
①
窪
①
」
な
る
術
語
の
み
そ
の
ま
ま
保
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
に
求
め
ら
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

自
分
の
形
而
上
学
思
索
の
最
終
的
体
系
を
示
そ
う
と
し
た
こ
の
論
文
で
、
何
故
彼
が
こ
の
よ
う
な
改
訂
を
行
っ
た
の
か
、
我
々
は
十
分
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
力
」
な
る
語
を
削
除
し
、
専
ら
「
内
的
原
理
」
と
し
て
モ
ナ
ド
を
規
定
す
る
に
至
る
こ
の
変
更
は
、

　
　
　
　
主
観
と
自
発
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
モ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
そ
れ
ま
で
の
「
力
」
概
念
を
、
そ
の
純
粋
自
己
活
動
と
い
う
面
へ
向
け
て
練
磨
し
、
そ
の
結
果
モ
ナ
ド
主
観
の
「
自
発

性
」
と
い
う
更
な
る
概
念
を
得
る
に
至
っ
た
こ
と
の
、
き
わ
め
て
有
力
な
証
拠
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
一
ω
　
こ
の
〈
モ
ナ
ド
主
観
の
自
発
性
〉
な
る
概
念
へ
の
発
展
、
深
化
が
そ
の
明
確
な
形
を
示
す
の
は
、
既
述
の
如
く
、
一
六
九
五
年

六
月
の
『
新
説
』
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
＝
ハ
九
五
年
と
い
う
年
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ヅ
ツ
の
思
想
発
展
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
年
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
同
年
六
月
二
十
二
日
付
の
ド
・
ロ
ピ
タ
ル
（
閃
§
曾
ω
○
亀
ぎ
馨
号
陶
、
口
。
。
。
箕
巴
）
宛
書
簡
の
中
で
初
め
て
「
モ
ナ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

（
竃
。
づ
窃
）
な
る
術
語
が
登
場
し
、
さ
ら
に
同
年
九
月
三
十
B
付
の
同
じ
ド
・
ロ
ピ
タ
ル
へ
の
書
簡
で
は
「
予
定
調
和
」
（
一
、
訂
§
。
鉱
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

箕
？
σ
9
窪
・
）
の
概
念
が
や
は
り
こ
れ
も
初
め
て
姿
を
表
す
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
思
索
が
成
熱
し
、
モ
ナ
ド
論
の
体

系
と
し
て
そ
の
輪
郭
を
整
え
出
す
正
に
そ
の
時
点
に
書
か
れ
た
『
新
説
馳
の
重
要
性
は
、
従
っ
て
非
常
に
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
こ
の
『
新
説
』
に
初
め
て
文
字
通
り
に
提
示
さ
れ
る
「
自
発
性
」
（
o
o
b
O
謬
段
帥
づ
Φ
一
件
①
）
の
概
念
も
、
そ
の
固
有
な
性
格
に
関
し
て
、
最

晩
年
の
『
原
理
』
や
『
モ
ナ
ド
ロ
ギ
ー
』
等
よ
り
も
、
む
し
ろ
よ
り
具
体
的
か
つ
尖
鋭
な
形
で
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
は
以

下
「
自
発
性
」
概
念
の
分
析
を
、
こ
の
『
六
畜
』
を
手
引
き
と
し
て
遂
行
し
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
『
新
説
』
の
冒
頭
第
二
段
落
（
ρ
H
く
ミ
。
。
）
で
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
自
然
事
象
を
説
明
す
る
た
め
に
は
（
デ
カ
ル
ト
や
機
械
論
老
達
の

よ
う
に
）
た
だ
延
長
せ
る
物
質
に
の
み
着
目
す
る
の
で
は
不
十
分
で
、
正
に
「
力
」
の
概
念
を
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

注
目
す
べ
ぎ
こ
と
に
、
こ
れ
に
続
け
て
、
こ
の
「
力
」
の
概
念
は
形
而
上
学
に
属
す
概
念
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

先
の
『
改
善
』
論
文
の
「
力
」
概
念
で
は
、
ま
だ
物
体
の
力
学
的
現
象
か
ら
の
類
推
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
の
『
新

説
』
で
は
「
力
」
は
正
に
形
而
上
学
的
概
念
で
あ
り
、
こ
れ
が
自
然
の
力
学
的
機
械
論
的
諸
法
則
そ
の
も
の
を
も
可
能
な
ら
し
め
る
と
主

張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
力
」
は
『
改
善
』
論
文
で
も
一
応
原
則
的
に
は
形
而
上
学
的
概
念
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体

的
意
味
内
容
に
お
い
て
は
ま
だ
力
学
的
物
理
的
諸
現
象
へ
の
ア
ナ
ロ
ギ
ー
を
捨
て
切
れ
な
い
で
い
た
。
こ
の
『
新
説
』
に
な
っ
て
「
力
」

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

概
念
は
、
そ
の
自
己
活
動
性
へ
向
け
て
純
化
さ
れ
、
名
実
と
も
に
形
而
上
学
的
概
念
に
高
め
ら
れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
続
く
『
新



　
　
説
』
第
三
段
落
の
中
で
（
○
．
H
く
蒔
刈
Q
Q
）
、
ラ
イ
プ
ニ
ヅ
ツ
は
「
力
」
の
代
り
に
、
「
原
理
」
（
一
¢
ω
9
⇒
。
剛
霊
ω
）
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
る
が
、
こ
の
こ
と
も
「
力
」
の
概
念
が
漸
次
そ
の
力
学
的
な
色
彩
を
脱
し
て
、
形
而
上
学
的
概
念
と
し
て
徹
底
さ
れ
て
行
き
、
従
っ
て
従

　
　
来
の
「
力
」
な
る
語
が
、
自
発
的
活
動
を
意
味
す
る
他
の
術
語
に
置
換
さ
れ
て
行
く
事
態
を
証
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ

　
　
る
。

　
　
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
力
」
概
念
の
こ
う
し
た
成
熟
を
示
す
箇
所
と
し
て
、
我
々
は
さ
ら
に
同
じ
第
三
段
落
の
最
後
の
文
を
重
視
し
な
け

　
　
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
こ
れ
（
実
体
形
相
聾
精
神
）
を
第
｝
ア
ン
テ
レ
シ
ー
と
呼
ん
で
い
る
が
、
私
は
こ
れ
を
、
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
明
快
に
な
る
と
思
う
故
、
原
始
的
力
（
♂
凪
8
。
。
嘆
§
剛
謀
く
。
。
・
）
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
即
ち
こ
の
力
は
単
な
る
作
用
（
一
、
⇔
g
・
）
、
或
い
は
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
能
態
の
完
成
（
一
・
8
野
営
①
日
魯
け
α
①
ご
。
。
ω
ω
塗
一
幕
）
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
根
源
的
活
動
性
（
暮
⑦
8
け
ぎ
菰
鼠
σ
q
ぎ
巴
①
）
と
い
う
も
の

　
　
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
し
（
○
．
H
＜
ミ
リ
）
。
つ
ま
り
「
力
」
は
、
可
能
態
と
し
て
の
能
力
で
も
な
く
、
ま
た
こ
の
能
力
を
現
実
態
へ
も

　
　
た
ら
す
べ
く
こ
れ
に
後
か
ら
付
げ
加
わ
る
作
用
と
い
っ
た
も
の
で
も
な
い
。
「
力
」
と
は
、
自
ら
の
本
性
の
内
に
既
に
そ
の
現
実
的
活
動

　
　
の
始
源
を
含
む
よ
う
な
「
原
始
的
力
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
「
原
始
的
力
」
の
概
念
こ
そ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
思
索
が
、
能
動
的
実
体
の

　
　
内
に
そ
の
現
実
的
活
動
へ
の
衝
動
な
い
し
傾
向
と
し
て
潜
在
的
に
含
ま
れ
る
「
力
」
と
い
う
見
方
か
ら
、
か
か
る
「
力
」
の
現
実
的
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
そ
れ
自
体
へ
着
目
す
る
立
場
へ
進
ん
だ
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
モ
ナ
ド
の
実
体
性
は
、
〈
力
を
含
む
こ
と
〉
よ
り
は
、
む
し
ろ
〈
現

　
　
実
的
活
動
そ
の
も
の
と
し
て
の
力
〉
、
或
い
は
そ
の
「
根
源
的
活
動
性
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
来
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
同
じ
箇
所
（
『
新
説
』
第
三
段
落
（
O
●
囲
く
ミ
。
。
ム
遷
）
）
に
お
い
て
、
人
間
精
神
（
一
、
鋤
日
①
）
が
「
原
始
的

　
　
力
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
実
的
活
動
そ
の
も
の
と
し
て
の
「
力
」
が
、
正
に
モ
ナ
ド
主
観
の
認
識
し
意
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
す
る
自
発
的
活
動
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。
「
力
」
と
は
主
観
の
自
己
活
動
に
他
な
ら
ぬ
。

　
　
　
以
上
の
よ
う
に
、
「
力
」
概
念
は
『
新
説
』
に
お
い
て
、
第
一
に
力
学
的
現
象
へ
の
類
比
を
脱
し
、
名
実
と
も
に
形
而
上
学
的
概
念
と

　
　
な
り
、
第
二
に
形
而
上
学
的
概
念
と
し
て
の
こ
の
「
力
」
は
さ
ら
に
、
伝
統
的
な
く
可
能
態
一
重
実
態
V
や
、
〈
実
体
－
性
質
〉
と
い
う

％　
　
　
　
　
　
主
観
と
自
発
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



　
　
　
　
　
　
折
囲
学
研
究
　
　
第
五
百
［
四
十
｝
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

74り
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
範
疇
を
否
定
し
克
服
し
て
早
し
い
概
念
へ
高
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
能
動
的
モ
ナ
ド
の
現
実
的
活
動
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
「
根
源
的
活
動
性
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
第
三
に
か
か
る
根
源
的
活
動
性
は
、
知
覚
し
欲
求
す
る
主
観
の
自
発
的
活
動
と
同
一
で
あ
る

　
　
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
「
力
」
概
念
の
問
題
は
主
観
の
純
粋
自
発
性
の
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
　
一
㈲
　
そ
れ
で
は
、
主
観
の
こ
の
根
源
的
活
動
性
、
純
粋
自
発
性
は
、
さ
ら
に
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
性
格
も
し
く
は
働
き
方
と
し

　
　
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
こ
れ
に
つ
い
て
『
新
説
』
第
十
四
段
落
に
お
い
て
、
「
自
発
性
」
（
。
。
o
。
暮
窪
。
ま
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
の
語
を
直
接
用
い
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
神
は
、
精
神
（
一
δ
日
¢
）
で
あ
れ
、
或
い
は
他
の
ど
ん
な
実
在
的
統
一
（
毒
ま
泳
巴
①
）

　
　
で
あ
れ
、
始
め
か
ら
次
の
よ
う
な
具
合
に
創
造
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
精
神
に
あ
っ
て
は
、
す
べ
て
が
、
精
神
自
身
の
完
全

　
　
な
る
自
発
性
に
よ
っ
て
（
冒
昌
彗
・
冨
静
冨
ω
℃
。
巨
9
。
コ
①
竃
）
、
そ
し
て
し
か
も
な
お
か
つ
外
界
の
事
物
と
完
全
に
一
致
す
る
（
。
。
く
9
§
①

　
　
忠
臥
葺
。
8
蔑
。
§
竃
）
と
い
う
仕
方
で
、
精
神
固
有
の
根
拠
か
ら
生
ず
る
と
い
う
具
合
に
」
（
○
’
H
＜
画
G
o
偽
）
。
こ
こ
に
精
神
、
即
ち
人

　
　
間
主
観
の
能
動
的
活
動
は
、
正
に
「
自
発
性
」
（
呂
。
糞
磐
。
ま
）
な
る
概
念
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
明
確
な
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

　
　
「
。
・
℃
0
9
碧
。
ま
」
と
い
う
術
語
は
後
期
ラ
テ
ン
語
の
〈
o
o
℃
O
⇒
け
餌
溢
O
¢
ω
〉
に
由
来
し
ー
ー
〈
。
。
℃
§
け
§
窪
ω
〉
は
さ
ら
に
〈
。
。
℃
o
湧
〉
（
「
活
力
」
、

　
　
「
自
由
意
志
」
）
を
そ
の
語
源
と
す
る
i
、
〈
他
者
に
強
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
活
力
か
ら
発
生
す
る
〉
と
い
う
基
本
的

　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
　
語
義
を
持
つ
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
ら
も
断
片
の
中
で
こ
の
概
念
に
形
式
的
な
規
定
を
与
え
て
い
る
。
即
ち
「
自
発
的
な
る
も
の
」
（
呂
。
㌣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
8
9
四
壁
）
と
は
、
「
そ
の
働
き
の
原
理
（
・
σ
Q
語
聾
姦
淫
9
ご
ヨ
）
が
作
用
者
の
う
ち
に
あ
る
如
き
者
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
。
以
上
の
典
拠

　
　
お
よ
び
語
源
の
考
察
に
基
き
、
我
々
は
次
の
よ
う
に
結
論
出
来
る
だ
ろ
う
。
即
ち
、
モ
ナ
ド
主
観
を
主
観
と
し
て
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
も

　
　
の
、
換
召
す
れ
ぽ
主
観
の
自
己
活
動
一
知
覚
し
欲
求
す
る
意
識
の
活
動
一
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
可
能
に
し
て
い
る
根
源
的
自
己
活
動
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
　
1
こ
れ
が
、
「
自
発
性
」
概
念
が
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
モ
ナ
ド
的
形
而
上
学
の
体
系
に
お
い
て
担
う
意
味
で
あ
る
。

　
　
　
右
に
あ
げ
た
『
新
説
』
の
箇
所
は
、
こ
の
主
観
の
「
自
発
性
」
の
具
体
的
性
格
に
つ
い
て
、
次
の
三
つ
の
点
を
示
唆
し
て
い
る
。
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

　
　
に
、
自
発
性
は
主
観
を
生
得
的
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
規
定
す
る
。
「
神
が
最
初
か
ら
そ
の
よ
う
に
翻
造
し
て
お
い
た
」
と
い
う
表
現
は
、
自



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
発
性
が
各
モ
ナ
ド
主
観
に
経
験
的
偶
然
的
に
付
け
加
わ
る
の
で
は
な
く
、
正
に
必
然
的
、
本
性
的
な
性
格
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

　
　
（
2
1
）

　
　
ろ
う
。
或
い
は
、
か
か
る
自
発
性
は
あ
る
意
味
で
は
既
に
主
観
そ
の
も
の
で
す
ら
あ
る
、
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
第
二
に
、
「
完
全

　
　
な
る
自
発
性
」
と
か
、
「
精
神
固
有
の
根
拠
か
ら
生
ず
る
」
と
い
う
表
現
を
通
し
て
、
こ
の
生
得
的
自
発
性
が
、
単
な
る
可
能
的
能
力
で
は

　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

　
　
な
く
、
正
に
現
実
的
活
動
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
再
度
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
モ
ナ
ド
主
観
は
常
に
活
動
し
続
け
る
老
で

　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
　
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ヘ
ル
ベ
ル
ツ
も
注
意
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
性
的
に
活
動
的
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
る
モ
ナ
ド
主
観
に
、

　
　
例
え
ば
知
覚
活
動
が
行
わ
れ
ぬ
状
態
が
あ
る
な
ど
と
考
え
る
の
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
は
論
理
的
自
己
矛
盾
で
す
ら
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
第
三
に
、
主
観
の
自
発
性
は
、
主
観
自
身
の
固
有
の
内
的
根
拠
に
従
い
な
が
ら
、
同
時
に
外
的
事
物
と
完
全
に
一
致
す
る
仕
方
で
（
雲
9

　
　
§
Φ
℃
母
建
8
。
〇
三
〇
琶
＃
σ
霊
×
畠
。
。
。
①
ω
号
号
ゲ
9
。
。
）
働
く
と
い
う
点
に
我
々
は
注
号
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
一
致
」
（
8
ロ
・

　
　
｛
9
塁
審
）
な
る
概
念
は
如
何
な
る
事
態
を
指
し
て
い
る
の
か
。
一
我
々
は
、
一
つ
に
は
極
致
L
概
念
が
中
世
の
、
特
に
ト
マ
ス
の
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
　
理
論
、
認
識
論
以
来
の
伝
統
を
持
つ
こ
と
一
そ
こ
で
は
真
理
は
知
性
と
物
の
一
致
（
巴
器
ρ
g
二
。
（
8
急
。
毒
摘
餌
ω
）
一
華
①
一
H
9
嘗
。
。
雲
灸
）
と

　
　
定
義
さ
れ
る
一
、
そ
し
て
も
う
一
つ
に
、
こ
の
『
新
説
』
第
十
四
段
落
（
（
甲
．
　
H
＜
　
心
Q
o
心
一
献
c
o
窃
）
が
、
正
に
「
知
覚
」
、
「
現
象
」
、
「
外
的
事

　
　
物
の
認
識
」
等
の
問
題
を
主
題
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
次
の
よ
う
に
結
論
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
即
ち
、
ラ
イ
プ
ニ

　
　
ッ
ツ
が
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
「
一
致
し
概
念
は
、
認
識
主
観
と
認
識
対
象
の
一
致
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
、
と
。
知
覚
す
る

　
　
モ
ナ
ド
主
観
は
全
く
固
有
の
自
発
的
本
性
か
ら
働
く
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
〈
知
覚
さ
る
べ
き
〉
笹
蟹
1
1
客
観
（
○
ぴ
す
ε
と
無
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
な
仕
方
で
働
く
の
で
は
な
い
。
主
観
は
客
観
あ
る
い
は
対
象
と
正
に
完
全
な
一
致
を
保
つ
仕
方
で
働
く
の
で
あ
る
。
「
完
全
な
自
発
性
」

　
　
（
§
馬
鷺
忌
篤
欝
愚
。
ミ
§
竃
縣
鳳
）
は
「
完
全
な
一
致
」
（
袋
ミ
鷺
魯
凡
鷺
8
暮
、
ミ
凡
隷
）
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
自
発
性
」
、
「
一
致
」
の
概
念
が
提
示
さ
れ
て
い
る
文
に
続
け
て
（
『
言
説
』
第
十
四
段
落
第
三
文
）
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
さ
ら
に
「
精
神
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
3
℃
議
器
臨
蝕
h
な
本
性
、
そ
れ
は
精
神
の
外
に
あ
る
事
柄
を
、
精
神
の
器
官
へ
の
そ
れ
の
関
係
に
従
っ
て
（
冨
「
鑓
箸
。
冨
聾
ω
①
ω
o
お
雪
。
。
。
）

　
　
表
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
（
○
●
岡
く
劇
G
。
蔭
）
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
。
即
ち
、
モ
ナ
ド
主
観
と
客
観
の
コ
致
」
は
、
主
観
の
知

753　
　
　
　
　
　
主
観
と
自
発
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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八

瓢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

　
　
覚
活
動
が
知
覚
対
象
へ
「
関
係
す
る
こ
と
」
に
等
し
い
。
こ
の
「
関
係
」
（
暴
署
9
什
＼
b
d
①
N
δ
7
讐
ひ
q
）
と
い
う
概
念
は
、
我
々
に
「
認
識
は
、

　
　
与
え
ら
れ
た
諸
表
象
が
論
る
客
観
へ
一
定
の
仕
方
で
関
係
す
る
所
（
言
α
艦
隊
。
・
ニ
ヨ
ヨ
8
郎
し
d
①
N
一
①
冨
ロ
α
q
）
に
成
立
す
る
」
（
底
意
く
“
じ
d
お
刈
）

　
　
と
い
う
カ
ン
ト
の
主
観
一
客
観
関
係
（
ω
昏
笹
凶
？
○
げ
覧
暮
し
d
①
N
δ
『
§
α
q
）
の
概
念
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
こ
か
ら
例
え
ば
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
よ

　
　
う
に
、
モ
ナ
ド
主
観
の
知
覚
活
動
を
、
意
識
（
b
d
窒
魯
富
・
旦
8
σ
q
ぎ
）
の
、
対
象
へ
の
所
謂
志
向
的
関
係
一
そ
こ
で
は
主
観
と
客
観
は
椙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
関
概
念
と
し
て
性
格
付
け
ら
れ
る
一
と
解
す
る
見
方
も
出
て
来
る
。
た
し
か
に
自
発
的
モ
ナ
ド
主
観
の
活
動
は
常
に
対
象
に
向
け
ら
れ
て

　
　
お
り
、
そ
の
限
り
で
は
主
観
と
客
観
、
表
象
す
る
モ
ナ
ド
と
（
こ
れ
に
よ
っ
て
）
表
象
さ
れ
る
モ
ナ
ド
の
関
係
は
志
向
的
な
相
関
関
係
と

　
　
い
う
ア
ス
ペ
ク
ト
を
も
持
つ
。
し
か
し
後
に
立
入
っ
て
述
べ
る
よ
う
に
（
↓
第
四
章
）
、
モ
ナ
ド
と
モ
ナ
ド
の
関
係
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
場

　
　
合
単
な
る
主
観
－
客
観
関
係
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
主
観
－
客
観
関
係
自
体
が
抑
々
成
立
す
る
こ
と
の
根
底
に
は
、
個
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
の
モ
ナ
ド
が
互
い
に
関
係
し
合
い
一
つ
の
世
界
を
構
成
す
る
よ
う
に
神
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
彼
の
創
造
論
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
モ
ナ
ド
主
観
は
純
粋
な
自
己
活
動
性
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
に
ま
で
達
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
神
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
作
ら
れ
た
思
惟
実
体
（
同
①
切
8
讐
導
。
。
）
と
し
て
の
主
観
、
「
ざ
ど
（
ヨ
。
一
）
と
い
う
伝
統
的
観
念
を
も
保
持
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
既
述
の

　
　
よ
う
に
「
モ
ナ
ド
」
概
念
の
登
場
に
よ
っ
て
実
体
論
は
主
観
性
の
問
い
へ
転
換
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
主
観
が
神
に
よ
っ

　
　
て
創
造
さ
れ
た
醜
・
ω
で
あ
る
と
い
う
理
解
は
変
ら
な
い
。
こ
の
点
で
、
モ
ナ
ド
主
観
は
、
ω
℃
。
艮
§
。
譲
什
の
モ
チ
ー
フ
で
は
カ
ン
ト
の
純

　
　
粋
悟
性
（
α
¢
目
　
H
O
一
コ
Φ
　
＜
O
「
ω
け
鶴
コ
伍
）
へ
っ
な
が
る
も
の
を
概
に
孕
み
な
が
ら
も
、
な
お
こ
れ
と
一
線
を
画
す
る
の
で
あ
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
に
お
い
て
は
コ
致
」
、
「
関
係
」
等
の
概
念
は
、
究
極
的
に
は
創
造
論
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
右
の
よ
う
に
、
対
象
と
の
「
完
全
な
一
致
」
を
保
ち
つ
つ
活
動
す
る
モ
ナ
ド
主
観
の
自
発
性
は
、
こ
こ
か
ら
ま
た
「
法
嗣
」
（
ζ
”

　
　
O
①
ω
Φ
S
と
も
呼
ば
れ
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
二
致
」
、
「
関
係
」
概
念
の
提
示
に
直
続
す
る
文
で
（
『
薪
説
』
第
十
四
段
落
第
四
文
）
「
精

　
　
神
に
お
け
る
外
的
諸
事
物
の
知
覚
、
も
し
く
は
表
出
は
〈
…
…
〉
精
神
固
有
の
法
則
に
よ
っ
て
（
魯
く
費
讐
α
o
。
・
①
ω
胃
。
窯
①
。
。
剛
。
訂
）
起

　
　
こ
り
、
〈
…
…
〉
こ
れ
ら
す
べ
て
の
実
体
の
問
に
は
完
全
な
る
梢
応
（
毒
℃
要
事
け
9
8
。
＆
）
が
成
り
立
つ
…
…
」
と
言
っ
て
い
る
（
Ω
．
H
く



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

直
。
。
駆
）
。
主
観
の
自
己
活
動
は
完
全
な
対
象
関
係
（
O
・
σ
q
①
更
p
a
。
・
ぴ
・
窪
σ
Q
）
を
持
ち
、
こ
れ
に
基
い
て
合
法
則
性
、
或
い
は
法
則
の
自
己
展

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

開
と
い
う
性
格
を
担
う
。
こ
の
「
法
則
」
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
具
体
的
に
如
何
な
る
も
の
と
し
て
解
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
次
章
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
（
3
0
）
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

考
究
す
る
。
我
々
は
今
こ
こ
で
は
、
主
観
の
自
発
性
が
無
方
向
、
無
秩
序
的
な
仕
方
で
な
く
、
曲
る
一
定
の
方
向
、
秩
序
に
従
っ
て
合
法

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

則
的
に
働
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
明
確
に
認
識
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
主
観
の
自
発
性
に
つ
い
て
、
第
一
に
、
そ
れ
は
主
観
の
生
得
的
必
然
的
本
性
で
あ
り
、
第
二
に
、
そ
れ
は
現
実
的

活
動
そ
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
し
て
第
三
に
自
発
性
は
対
象
と
一
致
、
関
係
す
る
仕
方
で
、
つ
ま
り
法
則
と
し
て
働
く
、

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
根
本
性
格
を
持
つ
「
自
発
性
」
は
、
そ
れ
で
は
さ
ら
に
モ
ナ
ド
的
形
而
上
学
の
体
系
全

体
に
お
い
て
、
具
体
的
に
モ
ナ
ド
主
観
の
い
か
な
る
活
動
と
し
て
展
開
さ
れ
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
本
論
文
の
「
序
」
で
予
示

し
た
よ
う
に
、
モ
ナ
ド
世
界
に
お
け
る
主
観
の
根
源
的
自
己
活
動
は
、
「
知
覚
」
（
℃
O
H
N
一
〇
H
O
H
①
郎
）
、
「
表
出
」
（
き
。
・
痔
営
冨
コ
）
、
そ
し
て
「
宇

宙
の
活
け
る
鏡
」
（
管
①
σ
Q
①
『
）
と
い
う
三
つ
の
基
本
的
な
仕
方
又
は
ア
ス
ペ
ク
ト
を
通
し
て
遂
行
、
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
我

々
は
以
下
の
考
察
に
お
い
て
、
こ
の
「
知
覚
」
、
「
表
出
」
、
「
鏡
」
の
概
念
を
順
次
分
析
し
、
こ
れ
ら
の
諸
概
念
中
に
自
発
的
主
観
の
モ
チ

ー
フ
が
ど
の
よ
う
に
貫
流
し
、
か
つ
具
体
化
さ
れ
て
い
る
か
を
取
り
出
さ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
の
解
明
を
通
じ
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

の
「
自
発
性
」
概
念
そ
の
も
の
も
一
層
判
明
に
浮
彫
り
に
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
進
ん
で
、
か
か
る
自
発
性
と
し
て
の
モ
ナ
ド
主
観

の
主
観
性
（
ω
¢
ど
Φ
急
ぎ
聾
）
、
す
な
わ
ち
主
観
の
客
観
な
い
し
世
界
へ
の
関
わ
り
方
、
対
し
方
自
体
を
問
う
、
さ
ら
な
る
問
題
地
平
の
所

在
が
指
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
章
　
　
「
知
覚
」
（
℃
Φ
栂
賊
μ
℃
一
①
H
O
H
μ
）

第
一
節
　
　
「
知
覚
」
の
概
念
規
定

377
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1
㈹
　
　
「
知
覚
」
の
定
義
1
〈
一
に
お
け
る
多
〉

　
「
知
覚
」
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
い
か
な
る
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
か
。
「
知
覚
」
は
彼
の
モ
ナ
ド
形
而
上
学
の
体
系
の
中
で
ど
う
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
我
々
は
こ
れ
を
『
モ
ナ
ド
μ
ギ
ー
』
を
手
引
き
に
考
察
し
よ
う
。

　
『
モ
ナ
ド
ロ
ギ
ー
』
は
ま
ず
単
純
実
体
1
ー
モ
ナ
ド
の
概
念
定
義
を
も
っ
て
始
ま
る
（
曹
～
㈱
ω
）
。
続
い
て
、
か
か
る
モ
ナ
ド
は
外
的
他

者
か
ら
い
か
な
る
自
然
的
物
理
的
影
響
も
受
け
ぬ
こ
と
（
喪
～
暫
）
、
し
か
し
各
モ
ナ
ド
は
個
性
的
性
質
（
ぬ
誤
審
①
）
を
有
し
、
互
い
に
異

な
る
こ
と
（
吻
。
。
～
9
）
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
個
的
モ
ナ
ド
の
内
に
は
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
変
化
（
。
聖
駕
σ
Q
①
§
艮
）
が
生
起
し
て
お
り
、
変

化
は
モ
ナ
ド
自
身
の
内
的
原
理
（
℃
周
一
”
O
一
唱
①
　
帥
昌
け
O
巴
β
O
）
に
起
因
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
（
曹
。
～
⑳
瓢
）
。
以
上
の
脈
絡
を
受
け
て
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
の
議
論
は
「
知
覚
」
の
事
態
へ
と
進
ん
で
行
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
モ
ナ
ド
に
は
変
化
を
起
す
内
的
原
理
に
並
ん
で
「
変
化

す
る
者
の
内
容
」
（
§
象
θ
。
・
二
仙
・
8
ρ
巳
。
冨
コ
σ
q
・
）
が
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
（
㈱
這
）
。
だ
が
「
こ
の
内
容
は
、
統
一
老
な
い
し
単
純
潔
に
お
け

る
多
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
O
①
α
量
目
認
知
。
詳
。
嚢
巴
。
矯
℃
費
二
器
ヨ
色
瓜
θ
＆
①
山
§
。
。
一
り
白
鼠
融
。
償
爵
塁
δ
。
。
ぎ
巳
。
）
（
響
。
。
）
o
つ
ま
り
、

単
純
に
し
て
一
な
る
者
H
モ
ナ
ド
の
内
に
は
、
多
く
の
様
々
な
変
容
（
餌
矯
①
O
け
一
〇
轟
し
。
）
、
関
係
（
♂
毛
。
器
）
が
存
す
る
。
正
に
か
か
る
〈
一
に

お
け
る
多
〉
（
毒
・
ヨ
島
ぎ
紆
仙
§
。
。
一
、
琶
ま
）
こ
そ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
本
来
「
知
覚
」
と
呼
ぶ
所
の
事
態
に
他
な
ら
ず
、
続
く
第
十
四

節
の
冒
頭
で
、
こ
の
「
知
覚
」
概
念
に
つ
い
て
明
確
な
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
統
｝
者
（
】
ご
艮
融
）
な
い
し
単
純
実
体
に
お
け
る
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

（
¢
器
ヨ
三
窪
包
①
）
を
含
み
、
そ
し
て
表
現
し
て
い
る
（
器
℃
泳
器
翼
禽
）
推
移
的
状
態
（
一
．
簿
跨
醤
ω
魯
α
q
曾
）
こ
そ
、
「
知
覚
」
（
℃
巽
8
噂
ま
郎
）

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
L
。
モ
ナ
ド
が
そ
れ
自
体
い
か
な
る
部
分
に
も
分
か
た
れ
ぬ
単
純
者
で
あ
り
な
が
ら
、
内
に
多
様

な
内
容
（
畠
ゆ
8
二
）
を
持
つ
と
い
う
あ
り
方
を
す
る
こ
と
、
即
ち
〈
一
に
お
け
る
多
〉
、
こ
れ
が
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
、
モ
ナ
ド
主
観

の
知
覚
活
動
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
原
理
』
の
所
謂
A
写
本
で
も
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
知
覚
、
す
な
わ
ち
、
統
一
者

な
い
し
モ
ナ
ド
の
内
に
存
す
る
と
こ
ろ
の
、
外
的
事
物
に
関
係
す
る
諸
変
様
の
多
」
（
・
急
啓
β
一
葺
乱
Φ
α
㊦
ヨ
。
山
臨
。
匿
。
島
昌
℃
。
ま
。
。
・
霞
×

　
　
　
　
　
（
2
）

。
ぎ
器
。
・
①
韓
臼
器
。
。
）
と
い
う
明
確
な
雷
い
方
を
し
て
い
る
。



　
　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
合
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
二
L
、
「
多
」
の
概
念
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
二
L

　
　
は
言
う
ま
で
も
な
く
モ
ナ
ド
の
一
性
で
あ
り
、
既
述
の
如
く
、
数
童
的
な
意
味
で
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
コ
L
は
第
一
義
的
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
モ
ナ
ド
主
観
が
自
ら
の
内
に
対
象
の
多
を
統
一
（
⑦
一
員
σ
q
Φ
コ
）
す
る
働
き
な
の
で
あ
る
。
モ
ナ
ド
が
単
に
「
§
」
で
な
く
、
正
に
「
嗣
ゴ
旨
ま
」

　
　
と
呼
ば
れ
る
所
以
も
こ
こ
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
「
多
」
と
い
う
こ
と
も
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
い
て
積
極
的
な
意
義
を
持
つ
。

　
　
「
多
」
は
、
単
な
る
数
量
的
論
理
的
な
仕
方
で
も
、
ま
た
〈
一
の
否
定
〉
と
い
っ
た
消
極
的
な
意
味
で
も
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
「
多
」
は

　
　
個
性
的
（
8
臨
く
凱
器
隔
）
な
諸
実
体
、
諸
現
象
の
量
す
る
「
多
様
性
」
（
〈
Ω
。
濠
邑
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
即
ち
、
「
多
」
を
一
性
の
派
生
態
と

　
　
か
、
或
い
は
否
定
な
ど
と
し
て
で
は
な
く
、
正
に
多
そ
の
も
の
と
し
て
積
極
的
に
見
る
見
方
で
あ
る
。
多
様
性
は
完
全
性
（
9
幣
9
坤
§
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
に
比
例
す
る
と
さ
え
言
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
多
」
に
積
極
的
な
意
義
お
よ
び
役
割
を
与
え
る
行
き
方
は
、
特
に
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
に
対

　
　
し
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
形
而
上
学
の
一
つ
の
重
要
な
前
提
を
な
し
て
い
る
。

　
　
　
で
は
「
一
」
と
「
多
」
は
い
か
に
関
係
し
合
う
の
か
。
〈
一
に
お
け
る
多
〉
と
は
、
多
が
一
の
中
に
空
間
的
場
所
的
に
含
ま
れ
る
と
い

　
　
う
意
味
で
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
ま
た
単
な
る
理
性
的
、
概
念
的
関
係
で
も
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
そ
れ

　
　
は
、
一
な
る
モ
ナ
ド
を
論
理
的
に
分
析
す
れ
ば
多
が
検
出
さ
れ
る
と
い
う
如
き
関
係
で
は
な
い
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
い
て
二
L
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
繰
り
返
す
如
く
、
多
を
自
己
の
内
に
統
一
す
る
働
き
と
し
て
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
知
覚
」
（
℃
①
8
①
O
ぼ
。
コ
）
は
、
モ
ナ
ド
主
観
が
単
純

　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
　
（
5
）

　
　
な
る
自
己
の
本
性
に
お
い
て
、
知
覚
対
象
の
多
様
を
統
一
す
る
自
発
的
活
動
で
あ
る
。
我
々
は
次
に
こ
の
〈
統
一
す
る
働
き
〉
（
①
巨
σ
q
魯
）

　
　
に
つ
い
て
問
わ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。

　
　
　
一
⑥
　
〈
統
一
す
る
働
き
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
「
知
覚
」
が
会
に
お
い
て
多
を
統
一
す
る
働
き
〉
で
あ
る
こ
と
は
、
我
々
の
意
識
経
験
か
ら
し
て
自
明
で
あ
る
と
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
考
え
て
い
る
。
「
我
々
が
意
識
す
る
ど
ん
な
小
さ
な
表
象
（
弓
⑦
嵩
ロ
自
①
①
）
も
、
対
象
に
お
け
る
多
様
性
（
旨
Φ
〈
9
。
濠
融
費
房
一
、
。
げ
寅
）
を
含
ん
で

　
　
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
我
々
は
単
純
実
体
に
お
け
る
多
（
善
Φ
ヨ
爵
ぎ
ユ
。
母
房
鼠
ω
目
ぴ
の
鼠
p
8
。
。
ぎ
冨
Φ
）
を
我
々
自
身
に
お
い
て
観
察
す

晒　
　
　
　
　
　
主
観
と
自
発
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

80
3
　
る
L
9
へ
9
吻
罵
）
。
逆
に
言
え
ば
、
或
る
対
象
の
知
覚
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
対
象
に
つ
い
て
の
多
様
な
部
分
的
諸
表
象
が
主
観

　
　
に
お
い
て
結
合
、
統
一
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
統
一
が
何
ら
か
の
理
由
で
妨
げ
ら
れ
る
場
合
、
対
象
の
知
覚
は
混
乱
（
8
誉
注
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、

　
　
し
て
お
り
、
明
晰
（
o
『
貯
）
な
認
識
を
与
え
な
い
。
統
】
（
臨
蝕
α
q
魯
）
と
は
つ
ま
り
多
様
な
部
分
的
諸
表
象
を
一
つ
の
意
昧
連
関
、
全
体

　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ

　
　
へ
と
結
合
す
る
働
き
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
単
な
る
諸
部
分
の
〈
合
成
〉
、
〈
反
復
〉
で
は
な
い
。
『
原
理
』
第
二
節
で
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、

　
　
多
を
内
包
す
る
一
の
あ
り
方
を
、
「
中
心
」
（
O
Φ
5
嘗
O
）
な
い
し
「
点
」
（
三
一
ヨ
）
に
例
え
て
い
る
。
即
ち
〈
一
に
お
け
る
多
〉
と
は
、
ち
ょ

　
　
う
ど
中
心
や
点
が
そ
れ
自
体
は
全
く
単
純
な
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
へ
集
中
す
る
線
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
角
は
無
数
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
と
に
似
て
い
る
、
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
こ
の
統
一
作
用
i
主
観
に
よ
る
多
様
な
表
象
の
統
一
－
自
体
が
そ
れ
で
は
具
体
的
に
い
か
な
る
仕
方
で
遂
行
さ
れ
る
か
に
つ
い

　
　
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
明
確
な
説
明
を
与
え
て
い
な
い
。
「
す
べ
て
を
同
時
に
現
前
的
に
直
観
す
る
」
（
8
ε
ヨ
ω
ぎ
三
二
器
。
・
魯
匡
伽
罠
費

　
　
　
（
9
）

　
　
一
量
器
冨
）
と
い
う
言
わ
ば
悟
性
的
直
観
の
立
場
を
と
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
は
、
後
に
カ
ン
ト
が
主
題
と
し
た
よ
う
な
〈
人
間
認
識
の
可

　
　
能
性
〉
と
い
う
認
識
批
判
的
な
見
方
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。
「
統
一
」
の
概
念
も
、
カ
ン
ト
に
お
け
る
よ
う
に
、
感
性
的
直
観
の
多
様
を

　
　
悟
性
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
結
合
し
な
が
ら
、
い
か
に
対
象
（
O
o
α
q
①
譲
g
巳
）
に
関
係
（
げ
亀
9
魯
）
し
う
る
か
、
と
い
う
認
識
論
的
反

　
　
省
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
で
は
、
単
純
で
部
分
に
分
た
れ
ぬ
モ
ナ
ド
に
、
同
時
に
多
様
な
対
象
表
象
が
内
包
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
れ
て
い
る
と
い
う
事
態
が
、
即
ち
主
観
に
お
い
て
多
が
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
Q
「
統
こ
は
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
ナ
ド
の
単
純
性
と
い
う
存
在
論
的
根
本
規
定
の
帰
結
で
あ
っ
て
、
対
象
認
識
を
可
能
に
す
る
条
件
と
い
う
面
か
ら
考
え
ら
れ
た
概
念
で
は

　
　
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
〈
一
に
お
け
る
多
〉
と
し
て
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
知
覚
」
概
念
に
は
、
そ
の
認
識
論
的
な
要
素
の
背

　
　
後
に
、
或
い
は
根
底
に
、
言
わ
ば
存
在
論
的
（
。
三
巳
。
σ
Q
一
ω
畠
）
な
性
格
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
次
に
我
々
は
、
モ
ナ
ド
主
観
の
知
覚
活
動
に
よ
っ
て
か
く
統
一
さ
れ
る
「
多
し
、
即
ち
「
外
的
事
物
に
関
係
す
る
諸
変
様
の
多
」
と
は
具

　
　
体
的
に
何
を
指
す
か
、
を
さ
ら
に
問
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
第
一
章
で
言
及
し
た
『
新
説
』
第
十
四
段
落
が
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有
力
な
手
掛
り
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
主
観
の
自
発
性
を
説
明
す
る
文
脈
を
受
け
て
ラ
イ
プ
ニ
ヅ
ツ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

「
我
々
の
内
な
る
知
覚
は
（
即
ち
そ
れ
は
精
神
自
身
の
内
に
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
脳
（
紆
蕊
一
Φ
8
疑
。
碧
）
或
い
は
身
体
の
微
綱
な
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
中
（
亀
鎚
ω
一
・
。
・
冨
三
①
。
・
。
。
島
け
一
一
①
ω
伍
霧
8
6
の
）
に
あ
る
の
で
は
な
い
）
外
的
存
在
物
に
伴
う
現
象
（
℃
ま
ぎ
ヨ
9
Φ
。
・
）
、
或
い
は
真
な
る

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

表
象
像
（
巷
唱
只
窪
8
。
。
〈
9
g
窪
①
。
・
）
に
す
ぎ
ず
、
ち
ょ
う
ど
良
く
規
則
付
け
ら
れ
た
夢
（
㎝
§
σ
q
①
ω
ぴ
帥
最
戸
伽
一
再
。
・
）
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ら
、
精
神
自
身
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
内
的
知
覚
は
、
精
神
に
固
有
な
根
源
的
体
制
に
よ
っ
て
（
晋
山
。
。
⇔
冒
。
窟
①
8
屋
仲
ぎ
け
δ
コ
。
目
一
σ
Q
一
蕾
一
①
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

行
わ
れ
る
…
…
」
（
O
●
同
く
心
。
。
心
）
（
傍
点
筆
者
）
。
こ
こ
で
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、
知
覚
活
動
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
た
も

の
が
主
観
の
内
に
存
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
一
に
お
い
て
統
一
さ
れ
る
べ
き
「
多
」
と
は
正
に
か
か
る
〈
知
覚
さ
れ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の
〉
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
主
観
の
外
に
立
つ
物
自
体
で
は
な
く
、
「
現
象
」
、
「
真
な
る
表
象
像
」
、
「
よ
く
規
則
付
け
ら
れ
た
夢
」
と
し

て
正
に
主
観
に
内
在
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
「
表
象
像
」
（
帥
口
℃
£
9
吋
O
】
μ
O
O
o
o
）
、
「
夢
」
（
ω
言
σ
q
。
ω
）
と
い
う
譜
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

は
こ
の
く
知
覚
さ
れ
た
も
の
〉
（
匿
ω
℃
臼
N
菅
①
溝
Φ
）
が
対
象
へ
の
関
係
を
持
た
ぬ
恣
意
的
な
像
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。

「
真
な
る
」
（
く
傷
村
一
叶
〇
一
∪
一
Φ
）
、
「
よ
く
規
則
付
け
ら
れ
た
」
（
げ
δ
コ
泳
α
q
一
雰
）
と
い
う
修
飾
語
に
よ
っ
て
、
知
覚
が
蛎
象
へ
の
関
係
を
持
つ
こ
と

が
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
〈
知
覚
さ
れ
た
も
の
〉
一
そ
れ
は
対
象
へ
の
関
係
を
持
つ
も
の
の
、
ま
だ
雑
多
で
あ
り

統
一
を
欠
い
て
い
る
故
、
部
分
表
象
と
も
言
え
よ
う
一
を
、
自
発
的
モ
ナ
ド
主
観
は
自
ら
の
単
純
性
に
お
い
て
結
合
し
統
一
し
つ
つ
、

対
象
に
つ
い
て
の
完
全
な
知
覚
認
識
に
到
達
し
、
客
観
と
し
て
の
世
界
の
理
解
へ
進
む
の
で
あ
る
。

　
一
㈲
　
「
知
覚
」
活
動
の
原
理
に
つ
い
て

　
知
覚
は
自
ら
の
内
に
多
様
な
部
分
表
象
を
統
一
す
る
主
観
の
そ
の
自
発
的
活
動
で
あ
る
。
こ
の
統
一
の
プ
ロ
セ
ス
自
体
に
つ
い
て
の
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

体
的
説
明
、
即
ち
認
識
論
的
反
省
は
、
既
述
の
如
く
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
で
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
か
か
る
知
覚
活
動
が
全
体
と
し

へ

て
い
か
な
る
根
本
原
理
に
拠
っ
て
説
明
さ
れ
得
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
『
モ
ナ
ド
ロ
ギ
ー
』
の
続
く
第
十
七
、
第
十
八
節
に
お
い
て
彼
の

考
え
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
第
十
七
節
の
冒
頭
で
「
知
覚
（
O
①
噌
O
⑦
℃
錬
O
昌
）
、
及
び
こ
れ
に
依
存
す
る
も
の
は
、
機
械

　
　
　
　
主
観
と
自
発
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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論
的
な
根
拠
（
侮
Φ
㎝
「
ρ
。
ぎ
霧
ヨ
価
8
三
ρ
器
ω
）
、
即
ち
形
（
訂
顕
σ
q
自
。
u
。
）
と
か
運
動
（
諄
ヨ
。
口
く
Φ
ヨ
。
馨
。
・
）
に
よ
っ
て
は
、
説
明
さ
れ
得
な

い
」
（
ρ
≦
8
0
）
こ
と
が
は
っ
き
り
と
主
張
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
根
本
テ
ー
ゼ
を
証
明
す
べ
く
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
風
車
小
屋
」

（
ヨ
。
巳
写
）
の
比
喩
を
こ
れ
に
続
け
る
。
今
こ
の
比
喩
自
体
の
詳
細
に
立
入
る
余
裕
は
な
い
が
、
そ
の
趣
旨
は
、
人
間
精
神
を
一
つ
の
精

巧
な
〈
知
覚
す
る
機
械
（
§
。
課
器
）
〉
と
見
な
す
行
き
方
へ
の
批
判
で
あ
る
。
仮
に
そ
の
よ
う
な
機
械
（
「
風
車
小
屋
」
に
例
え
ら
れ
て

い
る
）
の
内
部
に
立
入
っ
て
み
て
も
、
一
つ
一
つ
の
部
分
と
そ
れ
ら
相
互
の
仕
組
み
を
認
め
得
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
知
覚
を
遂
行
す

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

る
精
神
は
、
自
ら
の
単
純
な
る
本
性
に
お
い
て
多
を
統
一
す
る
モ
ナ
ド
主
観
で
あ
っ
て
、
単
な
る
複
合
体
（
剛
。
8
ヨ
℃
o
。
。
価
）
で
あ
る
機
械

と
は
厳
し
く
区
別
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
知
覚
は
統
一
者
（
魯
ω
田
野
α
q
。
滋
①
）
に
の
み
属
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
知
覚
・
の
過
程
を
「
形
」

（
め
α
q
農
①
。
・
）
や
「
運
動
」
（
導
。
量
⑦
B
。
艮
。
・
）
に
よ
っ
て
機
械
論
的
に
説
明
出
来
る
と
す
る
見
方
は
誤
り
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
合
斥
け
ら
る
べ
き
機
械
論
的
方
法
の
実
例
と
し
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
デ
カ

ル
ト
、
就
中
そ
の
『
情
念
論
』
の
議
論
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
対
象
知
覚
の
生
ず
る
過
程
を
概
ね
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
i
我
々
の

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

外
的
対
象
は
延
長
（
O
×
け
O
ご
o
o
回
O
コ
）
を
本
性
と
し
、
形
（
凝
自
①
。
。
）
を
持
つ
、
こ
の
対
象
が
我
々
の
視
覚
、
聴
覚
等
の
感
覚
器
官
（
藷

。
茜
9
。
器
。
。
山
2
。
。
魯
ω
①
艮
Φ
ユ
。
霞
。
・
）
を
刺
激
し
、
こ
の
中
に
或
る
運
動
（
ヨ
O
咳
く
O
旨
O
駆
け
）
を
引
き
起
こ
す
。
さ
ら
に
こ
の
運
動
は
神
経
（
一
8

器
u
h
。
。
）
を
介
し
て
、
或
い
は
「
動
物
精
気
」
Q
⑦
。
・
①
。
・
℃
葺
。
・
p
巳
ヨ
p
莫
）
と
呼
ば
れ
る
・
血
液
中
の
微
細
な
部
分
（
蕾
O
ξ
ω
ω
全
曲
①
ω

9
註
Φ
ω
費
。
・
§
σ
q
）
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
脳
（
O
Φ
同
く
①
〇
二
）
に
伝
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
脳
内
に
伝
達
さ
れ
た
様
々
な
運
動
が
精
神
を
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

そ
れ
ら
の
対
象
を
知
覚
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
一

　
右
の
デ
カ
ル
ト
の
議
論
を
見
る
と
、
そ
れ
が
い
か
に
明
確
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
、
批
判
さ
れ
て
い
る
か
が
よ
く
わ
か

る
。
即
ち
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
こ
の
『
モ
ナ
ド
ロ
ギ
ー
』
第
十
七
節
で
は
「
形
」
、
「
運
動
」
、
ま
た
先
に
引
用
し
た
（
九
三
頁
）
『
新
説
』

第
十
四
段
落
で
は
「
脳
の
中
」
、
「
身
体
の
微
細
な
部
分
」
等
と
い
う
デ
カ
ル
ト
自
身
の
術
語
、
ま
た
は
概
念
を
直
接
掲
げ
て
、
こ
れ
ら
を

直
裁
に
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



　
か
く
て
、
精
神
を
「
思
惟
し
、
感
覚
し
、
知
覚
を
持
つ
構
造
の
機
械
」
（
自
Φ
ヨ
9
。
畠
ぎ
や
伍
。
葺
ご
。
・
け
2
9
霞
①
即
ω
ω
Φ
性
器
Φ
び
。
。
Φ
艮
F
薯
。
マ

唱
臼
8
9
魯
）
と
見
な
し
、
知
覚
プ
ロ
セ
ス
を
も
物
体
運
動
か
ら
の
類
推
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
で
は
強

く
拒
否
さ
れ
る
。
で
は
彼
は
「
知
覚
」
の
働
き
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
い
か
な
る
原
理
を
適
用
し
よ
う
と
す
る
の
か
。
『
モ
ナ
ド
ロ
ギ

ー
』
の
続
く
第
十
八
節
が
こ
れ
に
簡
明
に
答
え
て
い
る
。
即
ち
各
モ
ナ
ド
は
自
ら
の
内
に
認
る
完
全
性
（
旨
Φ
8
同
§
器
需
H
｛
。
a
。
誘
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

踏
。
§
a
外
需
譲
の
）
を
潜
在
的
に
含
ん
で
お
り
、
モ
ナ
ド
は
こ
の
自
ら
の
完
全
性
を
実
現
す
る
こ
と
を
鼠
的
と
し
て
活
動
す
る
。
「
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

覚
」
も
従
っ
て
正
に
モ
ナ
ド
自
身
の
完
全
性
を
そ
の
原
因
、
即
ち
目
的
因
（
。
窪
。
。
①
臣
巴
①
）
と
し
て
遂
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト

で
知
覚
の
機
械
論
的
説
明
の
原
理
と
し
て
専
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
の
は
、
作
用
因
（
o
髭
。
・
①
①
由
。
δ
耳
Φ
）
1
し
か
も
物
体
の
運
動
現
象
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

例
え
ば
衝
突
、
場
所
的
移
動
等
を
モ
デ
ル
と
す
る
一
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
精
神
の
活
動
た
る
知
覚
は
、
外
か

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
の
物
理
的
契
機
を
要
す
る
物
体
運
動
と
異
な
り
、
精
神
自
身
の
完
全
性
を
そ
の
目
的
原
因
と
し
て
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張

す
る
の
で
あ
る
。
中
世
か
ら
近
世
に
入
っ
て
デ
カ
ル
ト
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
よ
っ
て
排
斥
さ
れ
た
こ
の
「
目
的
因
」
な
る
概
念
を
再
発
見
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
5
）

モ
ナ
ド
主
観
の
自
己
活
動
の
根
本
原
理
と
す
る
考
え
方
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
形
而
上
学
の
重
要
な
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
で
あ
り
、
十
分
に
注

意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節
　
　
「
知
覚
」
の
根
本
性
格

　
　
　
－
㈲
　
受
容
性
（
菊
Φ
器
冨
く
譲
け
）
の
否
定
と
、
克
服

　
　
　
モ
ナ
ド
主
観
は
生
得
的
な
自
発
性
に
よ
っ
て
、
自
己
の
内
に
多
様
な
表
象
（
＜
。
蛭
類
砦
㈹
象
）
を
統
一
し
、
知
覚
を
遂
行
す
る
。
そ
の

　
　
際
知
覚
は
、
既
に
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
我
々
の
感
覚
器
官
が
外
的
対
象
に
よ
っ
て
物
理
的
に
刺
激
さ
れ
、
こ
れ
を
通
し
て
精
神
が
対
象

　
　
　
　
　
　
　
セ
　
ソ
　
ス
　
ゆ
　
デ
　
　
　
タ

　
　
に
つ
い
て
の
感
覚
的
情
報
を
受
け
取
る
、
と
い
う
仕
方
で
行
わ
れ
る
の
で
は
全
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
「
感
覚
」
は
、
モ
ナ
ド
が
外
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
他
者
か
ら
作
用
因
的
な
影
響
を
被
る
こ
と
、
つ
ま
り
受
動
的
（
℃
器
ω
繍
）
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
故
、
純
粋
自
発
性
と
し
て
の
モ
ナ
ド
と

鵬　
　
　
　
　
　
主
観
と
自
発
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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謝
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
、
、
：
、
、

　
　
は
相
容
れ
な
い
の
で
あ
る
。
知
覚
は
本
来
的
に
主
観
の
能
動
で
あ
っ
て
、
受
動
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
知
覚
」
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
念
を
理
解
す
る
上
で
決
定
的
な
点
で
あ
り
、
彼
自
身
も
常
に
強
調
す
る
所
で
あ
る
。
「
我
々
の
精
神
の
中
へ
外
か
ら
自
然
的
な
仕
方
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
（
口
P
け
口
目
①
一
一
①
b
P
①
コ
酔
）
入
っ
て
来
る
も
の
は
何
も
な
い
。
我
々
が
、
あ
た
か
も
我
々
の
精
神
が
何
ら
か
の
情
報
を
も
た
ら
す
形
象
（
①
。
・
冨
。
票

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
ヨ
①
。
・
器
σ
。
富
田
）
を
受
容
し
（
同
①
O
①
＜
O
H
同
）
、
（
そ
の
た
め
の
）
戸
や
窓
（
♂
畠
幕
。
・
）
を
持
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
、
悪
し
き
習

　
　
へ

　
　
慣
（
償
昂
O
　
　
b
P
鋤
口
く
両
脚
5
0
①
　
　
ぴ
⇔
ぴ
一
侍
β
儀
①
）
で
あ
る
」
（
b
●
ミ
・
欝
①
”
ρ
圏
く
A
鶏
）
（
傍
点
筆
者
）
。
こ
こ
で
彼
が
直
接
批
判
の
矛
先
を
向
け
て
い
る

　
　
の
は
、
一
つ
に
は
我
々
が
日
常
抱
い
て
い
る
非
反
省
的
、
前
哲
学
的
な
知
覚
概
念
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
ス
コ
ラ
哲
学
の
経
験
論
的
認
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
論
、
特
に
そ
の
「
鐙
ぴ
巳
帥
同
器
と
、
「
。
。
罵
審
。
。
。
・
O
琶
匿
Φ
。
。
」
等
の
概
念
で
あ
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
精
神
は
純
粋
自
己
活
動
の
モ
ナ

　
　
ド
主
観
で
あ
り
、
外
的
事
物
に
よ
っ
て
様
々
に
「
印
銘
」
（
一
浴
℃
目
一
己
Φ
村
①
）
さ
れ
る
「
白
い
板
」
の
如
き
物
で
は
な
い
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
ラ
イ
。
フ
ニ
ッ
ツ
の
「
知
覚
」
概
念
は
、
既
に
『
叙
説
』
か
ら
終
始
、
そ
の
〈
外
か
ら
内
へ
の
受
容
性
の
否
定
〉
と
い
う
基

　
　
本
性
格
を
鮮
明
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
故
に
観
念
自
体
、
或
い
は
精
神
の
本
質
は
、
精
神
の
表
象
像
（
帥
唱
娼
ρ
o
触
①
5
0
Φ
ω
）
、
又
は
知
覚

　
　
（
O
O
H
O
①
℃
鳳
0
5
0
0
）
が
（
自
発
的
に
《
。
。
℃
。
耳
Φ
》
）
精
神
自
身
の
固
有
な
本
性
か
ら
生
じ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
含
蓄
す

　
　
る
」
（
b
．
ミ
・
　
⑳
ω
も
◎
り
（
甲
．
附
く
亟
窃
c
o
）
。
し
か
も
そ
の
場
合
、
知
覚
は
、
「
そ
れ
が
自
ら
、
全
宇
宙
に
起
こ
る
事
物
に
対
応
す
る
（
婦
9
§
脅
。
）

　
　
と
い
う
仕
方
で
」
（
§
“
）
遂
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
又
他
方
で
時
折
、
知
覚
を
外
界
か
ら
の
感
覚
的
受
容
と
同
一
視
す
る
か
の
如
き
言
い
方
を
し
て
い
る
。
例

　
　
え
ば
『
モ
ナ
ド
ロ
ギ
ー
』
第
二
十
五
～
二
十
八
節
の
中
で
、
「
多
く
の
光
線
や
空
気
振
動
を
集
め
る
諸
器
官
（
o
三
田
①
ω
）
」
、
「
嗅
覚
、
味
覚
、
触

　
　
覚
」
、
「
強
度
の
印
銘
（
ぎ
鴇
Φ
裟
霧
）
は
し
ば
し
ば
長
い
間
の
習
慣
が
持
つ
よ
う
な
効
果
を
一
度
に
行
う
」
等
の
表
現
が
見
出
さ
れ
る
の

　
　
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
は
彼
の
「
知
覚
」
概
念
の
動
揺
と
と
る
べ
き
で
は
な
い
。
知
覚
が
感
覚
的
印
銘
と
い
う
様
相
を
呈
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
＞

　
　
る
の
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
ら
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
我
々
が
聖
岳
の
非
反
省
的
、
前
哲
学
的
、
経
験
的
な
あ
り
方
に
頽
落
し
、
動
物

　
　
の
精
神
と
同
じ
よ
う
な
仕
方
で
行
為
す
る
場
合
で
あ
る
。
か
か
る
非
本
来
的
な
様
態
に
お
け
る
「
知
覚
」
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
主
要
関
心



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
で
は
な
い
。
彼
に
と
っ
て
は
、
動
物
で
は
な
く
正
に
人
間
の
精
神
、
即
ち
モ
ナ
ド
主
観
が
行
な
う
認
識
活
動
と
し
て
の
知
覚
一
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
　
必
然
的
永
遠
的
真
理
に
も
関
わ
っ
て
来
る
反
省
的
、
哲
学
的
認
識
で
あ
る
と
言
え
よ
う
一
を
論
究
す
る
こ
と
こ
そ
主
題
な
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
哲
学
的
概
念
と
し
て
の
知
覚
は
、
繰
り
返
す
よ
う
に
、
受
容
性
の
否
定
と
し
て
特
微
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
〈
受
容
性
の
否
定
、
克

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
服
〉
と
い
う
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
、
知
覚
経
験
を
す
べ
て
感
覚
的
転
得
に
還
元
し
よ
う
と
試
み
る
ロ
ッ
ク
と
の
対
決
を
通
じ
て
、
一
層
透
徹

　
　
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
1
⑥
　
自
己
展
開
と
し
て
の
知
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
自
発
的
主
観
は
知
覚
内
容
を
外
か
ら
感
覚
器
官
を
経
て
受
容
す
る
の
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
主
観
は
知
覚
内
容
を
ど
こ
か
ら
得
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
主
観
自
身
の
内
か
ら
で
あ
る
。
対
象
の
観
念
は
生
得
的
な
観
念
と
し
て
ア
プ
リ
オ
リ
に
主

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
（
2
2
）

　
　
観
に
内
在
し
て
い
る
、
と
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
主
張
す
る
。
「
何
も
の
も
、
我
々
が
既
に
そ
れ
に
つ
い
て
の
観
念
を
精
神
の
内
に
持
っ
て
い

　
　
る
の
で
な
け
れ
ば
、
我
々
に
知
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
」
（
b
●
ミ
・
込
潮
o
ρ
○
●
國
く
献
q
μ
）
。

　
　
　
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
主
張
を
補
強
す
る
た
め
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
プ
ラ
ト
ン
の
想
起
説
に
言
及
す
る
の
で
あ
る
。
「
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
の
こ
と
を
プ
ラ
ト
ン
は
、
彼
が
想
起
説
（
婦
①
ヨ
ー
ロ
一
〇
〇
〇
〇
コ
O
O
）
を
打
ち
出
す
際
、
卓
越
し
た
仕
方
で
考
察
し
た
」
（
○
●
H
＜
臨
μ
）
。
続
け
て
ラ

　
　
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
『
パ
イ
ド
ン
』
の
中
の
議
論
を
紹
介
し
、
次
の
よ
う
に
確
言
す
る
。
「
こ
れ
は
、
我
々
の
精
神
が
こ
れ
ら
の
事
柄
を
す
べ

　
　
て
潜
在
的
（
く
陣
陛
仲
彪
O
㎞
一
〇
ヨ
⑦
這
魯
）
に
知
っ
て
い
る
こ
と
、
従
っ
て
諸
真
理
を
認
識
す
る
た
め
に
は
た
だ
注
意
力
（
＝
・
巳
労
農
く
Φ
邑
8
）
を
要
す

　
　
る
の
み
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
（
○
．
H
＜
齢
b
。
）
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
こ
の
論
は
、
つ
ま
り
「
生
得
観
念
」
（
箆
捨
ω
ぎ
伶
ω
）

　
　
の
積
極
的
な
肯
定
で
も
あ
る
。
ロ
ッ
ク
が
『
人
間
悟
性
論
』
で
生
得
観
念
を
否
定
す
る
試
み
を
公
け
に
す
る
や
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
猛
烈

　
　
な
反
撃
を
行
な
い
、
『
人
間
悟
性
新
論
』
を
執
筆
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
知
覚
内
容
は
、
右
の
よ
う
に
モ
ナ
ド
主
観
の
内
に
既
に
生
得
的
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
知
覚
作
用
と
は
、
主
観
が

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
自
ら
の
内
に
潜
在
的
に
含
む
内
容
を
、
現
実
的
に
外
に
向
け
て
開
き
出
す
働
き
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
モ
ナ
ド
主
観
に
あ
っ
て
は
、

853　
　
　
　
　
　
主
観
と
自
発
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

鰯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

　
　
対
象
知
覚
は
実
は
自
己
の
内
容
を
「
展
開
」
（
8
須
く
。
剛
。
署
。
♪
Φ
艮
暴
け
Φ
昌
）
す
る
こ
と
で
あ
る
。
多
の
統
一
は
同
時
に
モ
ナ
ド
主
観
の
自
己

　
　
展
開
で
も
あ
る
。
「
精
神
の
知
覚
は
、
既
に
精
神
の
内
に
あ
る
も
の
の
帰
結
（
ω
葺
。
）
で
あ
る
」
（
O
●
博
く
㎝
嵩
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
主
観
の
か
か
る
自
己
展
開
は
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
、
先
行
す
る
知
覚
と
こ
れ
に
続
く
知
覚
と
の
間
に
連
続
、
継
起
の
秩
序
を
形
成
し

　
　
て
行
く
。
知
覚
A
に
そ
の
結
果
と
し
て
知
覚
B
が
続
き
、
こ
の
知
覚
B
は
さ
ら
に
続
く
知
覚
C
を
既
に
内
に
含
ん
で
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

　
　
特
に
真
理
論
に
関
し
て
、
そ
の
よ
う
に
順
次
知
覚
さ
れ
た
内
容
相
互
の
整
合
関
係
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
い
て

　
　
は
、
知
覚
さ
る
べ
き
内
容
は
先
験
的
に
主
観
の
内
に
あ
る
以
上
、
真
理
（
く
曾
一
3
）
を
め
ぐ
っ
て
、
主
観
と
こ
れ
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
る
内

　
　
容
や
対
象
と
の
対
応
（
8
挺
Φ
ω
℃
。
乱
国
8
）
は
特
に
問
わ
れ
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
彼
の
真
理
論
は
、
か
か
る
自
明
の
〈
対
応
〉
よ
り
も
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
む
し
ろ
知
覚
内
容
、
観
念
相
互
の
整
合
性
自
体
を
問
題
に
す
る
所
謂
整
合
説
（
8
冨
同
輩
8
昏
8
蔓
）
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
自
己
に
予
め
内
在
せ
る
諸
内
容
を
順
次
展
開
し
て
行
く
活
動
、
こ
れ
が
モ
ナ
ド
主
観
の
知
覚
活
動
の
持
つ
も
う
一
つ

　
　
の
ア
ス
ペ
ク
ト
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
目
的
因
（
0
9
β
ω
⑦
　
　
ψ
添
鋤
一
①
）
の
原
理
が
貫
か
れ
て
い
る
。
即
ち
主
観
は
自
ら
の
内
に
生
得
的
に
含
ま

　
　
れ
て
い
る
諸
内
容
を
、
自
ら
の
完
全
性
の
実
現
を
鼠
的
と
し
て
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
展
開
す
る
働
き
を
か
く
導
く
目
的
と
し
て
の
「
完

　
　
全
性
」
も
、
既
に
各
モ
ナ
ド
の
内
に
潜
在
的
に
備
わ
っ
て
お
り
、
外
な
る
他
老
か
ら
与
え
ら
れ
る
必
要
は
な
い
。
モ
ナ
ド
が
「
自
足
性
」

　
　
（
舞
臣
。
。
旨
8
》
S
蝕
ミ
m
ミ
）
と
も
名
付
け
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
　
　
し
て
み
る
と
、
こ
の
自
己
展
開
は
、
モ
ナ
ド
主
観
が
自
ら
の
完
全
性
を
目
指
す
傾
向
（
陣
渉
O
ゆ
づ
帥
け
一
〇
づ
ω
）
な
い
し
素
質
（
象
。
・
℃
。
ω
三
〇
諺
）
に

　
　
よ
っ
て
、
外
界
か
ら
の
自
然
的
物
理
的
影
響
を
一
切
被
ら
ず
に
遂
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
い
て
か
く
展
開
さ
れ
た
知
覚
内
容
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
知
覚
さ
る
べ
き
外
的
対
象
、
即
ち
他
の
諸
モ
ナ
ド
と
そ
の
都
度
完
全
に
対
応
し
て
い
る
。
作
用
因
的
な
印
銘
や
感
触
に
よ
ら
ず
、
全
く
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
己
の
内
な
る
目
的
因
原
理
に
導
か
れ
て
進
行
す
る
知
覚
活
動
は
、
対
象
モ
ナ
ド
世
界
の
秩
序
に
常
に
対
応
す
る
純
粋
な
構
造
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
こ
の
ア
プ
リ
オ
リ
の
構
造
が
「
予
定
調
和
」
（
一
．
踏
p
§
。
訊
①
實
下
戸
窪
Φ
）
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
一
し
か
し
、
な
お
、
自
己
の
内
容

　
　
を
対
象
関
係
的
に
開
き
出
す
た
め
に
は
、
主
観
は
、
作
用
因
1
1
刺
激
で
な
い
ま
で
も
、
何
ら
か
の
契
機
（
o
。
。
9
。
。
§
ど
》
巳
義
）
を
外
的
射



　
　
象
の
方
か
ら
得
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
問
わ
れ
る
や
も
し
れ
ぬ
。
し
か
し
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
そ
の
よ
う
な
所
謂
「
機
会
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
　
因
」
（
綜
ω
。
窪
。
・
o
ω
0
8
器
δ
器
＝
①
。
・
）
的
な
可
能
性
を
も
明
確
に
否
定
す
る
。
モ
ナ
ド
主
観
の
自
発
性
は
、
対
象
を
知
覚
し
得
る
た
め
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
外
的
対
象
か
ら
の
作
用
因
的
触
発
も
、
機
会
怠
癖
契
機
を
も
必
要
と
せ
ぬ
絶
対
自
足
性
で
あ
る
。
各
モ
ナ
ド
主
観
は
そ
の
自
己
活
動
自
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
　
が
常
に
客
観
モ
ナ
ド
に
対
応
す
る
よ
う
な
ア
プ
リ
オ
リ
な
構
造
へ
と
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
、
規
定
さ
れ
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。
か
く

　
　
し
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
い
て
、
自
発
性
、
目
的
因
、
自
足
性
、
予
定
調
和
等
の
概
念
は
、
緊
密
な
体
系
的
連
関
を
成
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
－
㈲
　
「
勺
興
8
嘗
O
轟
」
と
「
》
℃
O
曾
8
冨
O
コ
」

　
　
　
〈
一
に
お
け
る
多
の
統
一
〉
、
す
な
わ
ち
〈
モ
ナ
ド
の
自
己
展
開
〉
と
し
て
の
「
知
覚
」
概
念
は
、
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
、
（
植
物
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
も
動
物
で
も
な
い
）
正
に
人
間
精
神
の
固
有
性
を
規
定
し
う
る
に
は
、
ま
だ
十
分
で
は
な
い
Q
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
れ
ぽ
、
我
々
人
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
知
覚
活
動
に
は
さ
ら
に
意
識
（
O
O
う
ω
O
一
〇
コ
O
Φ
）
が
付
け
加
わ
ら
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
こ
の
意
識
を
彼
は
「
ぞ
。
曾
8
冨
。
コ
」
と
呼
ぶ
。
「
外
的
事
物

　
　
を
表
現
す
る
モ
ナ
ド
の
内
的
状
態
で
あ
る
灯
霞
8
冨
書
と
、
こ
の
内
的
状
態
に
つ
い
て
の
反
省
的
認
識
で
あ
る
p
。
幣
物
8
9
。
誉
と
の
区

　
　
励
を
行
な
う
の
が
よ
い
。
ぞ
℃
霞
8
冨
自
は
す
べ
て
の
精
神
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
又
同
一
の
精
神
に
お
い
て
も
常
に
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
ら
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
」
（
0
9
＜
H
8
0
）
。
動
物
精
神
、
或
い
は
人
聞
で
も
昏
睡
、
気
絶
等
の
状
態
と
異
な
り
、
我
々
が
対
象
を
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
晰
判
明
に
知
覚
す
る
場
含
、
必
ず
反
省
的
意
識
が
伴
う
。
こ
れ
が
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
け
る
m
箸
⑦
§
冨
呂
の
意
義
で
あ
り
、
人
間
主

　
　
観
の
固
有
性
格
を
示
す
働
き
と
し
て
強
調
さ
れ
る
重
要
概
念
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

　
　
　
こ
の
巷
喝
霞
8
℃
ま
昌
を
欠
く
知
覚
は
、
錯
雑
で
あ
っ
て
、
記
憶
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
「
極
微
知
覚
」
（
需
訟
畠
。
・
駕
H
8
讐
δ
房
）
と
呼
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
れ
る
。
か
か
る
場
合
、
主
観
に
よ
る
統
一
は
不
完
全
で
あ
り
、
表
象
の
乱
雑
な
多
が
存
す
る
に
す
ぎ
ぬ
。
従
っ
て
極
微
知
覚
i
意
識
さ

　
　
れ
ぬ
不
判
明
な
知
覚
が
、
何
故
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
特
に
「
極
微
」
（
三
眠
）
と
言
わ
れ
る
の
か
、
を
我
々
は
十
分
に
注
意
す
る
必
要

　
　
が
あ
ろ
う
一
が
結
合
さ
れ
、
統
一
さ
れ
る
こ
と
と
、
知
覚
に
意
識
が
付
け
加
わ
る
こ
と
と
は
、
同
一
事
態
の
二
つ
の
並
行
す
る
側
面
で

　
　
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

873　
　
　
　
　
　
主
観
と
自
発
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

　
と
こ
ろ
で
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
巷
罵
器
8
ま
と
概
念
は
、
問
題
史
的
に
見
て
カ
ン
ト
の
「
》
署
臼
N
8
瓢
§
」
を
準
備
す
る
一
面
を
持
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

・。

}
霞
8
旨
雪
と
い
う
こ
と
が
、
両
者
に
お
い
て
い
ず
れ
も
、
多
様
な
表
象
を
結
合
統
一
す
る
純
粋
主
観
の
自
発
性
に
関
わ
る
点
が
そ
れ

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
カ
ン
ト
で
は
》
署
㊤
N
Φ
℃
賦
§
は
さ
ら
に
「
超
越
論
的
統
覚
」
（
曲
Φ
賃
p
。
冨
N
⑦
巳
①
三
巴
Φ
諺
噂
唱
①
嵩
8
二
8
）
と
し

て
、
抑
々
対
象
認
識
の
成
立
自
体
を
先
験
的
に
可
能
な
ら
し
め
る
と
い
う
性
格
を
担
っ
て
い
る
。
従
っ
て
個
々
の
表
象
が
そ
の
都
度
私
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

意
識
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
カ
ン
ト
に
と
っ
て
問
題
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
で
は
対
象
知
覚
が
そ
の
都
度
意
識
さ
れ
る

、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
（
3
6
）

か
否
か
が
正
に
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
三
門
H
8
三
寸
は
心
理
的
経
験
的
な
性
格
を
有
し
、
カ
ン
ト
か
ら

見
れ
ば
ま
だ
「
虫
①
Φ
ヨ
覧
蔚
。
冨
》
箸
。
旨
Φ
慧
。
郎
」
の
立
場
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
ま
た
、
カ
ン
ト
の
「
》
箸
§
9
二
8
」
は
正
に
「
H
島
侮
窪
訂
」
と
し
て
、
〈
考
え
る
我
〉
へ
の
自
覚
と
い
う
色
彩
が
強
い
の
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
餐
。
署
2
8
℃
梓
δ
諺
は
自
覚
（
o
噂
O
一
ぴ
ω
θ
一
）
①
≦
信
ゆ
け
）
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
〈
知
覚
す
る
働
き
に
気
付
く
こ
と
〉
、
或
い
は

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

〈
精
神
の
働
き
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
〉
と
い
う
程
の
意
味
で
あ
る
。
モ
ナ
ド
主
観
が
自
ら
の
内
に
潜
在
的
に
含
ま
れ
て
い
る
内
容
に
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

意
を
向
け
て
（
き
巨
鼠
く
①
凱
鶏
）
獲
得
さ
れ
た
知
覚
は
、
判
明
（
山
注
ぎ
。
け
）
で
、
記
憶
（
鼠
ヨ
。
圃
器
）
に
取
り
こ
ま
れ
る
。
つ
ま
り
、
知

覚
さ
る
べ
き
内
容
が
予
め
主
観
に
内
在
し
て
い
る
故
、
そ
れ
に
〈
気
付
く
〉
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
章
　
　
「
表
出
」
（
。
×
窟
巨
Φ
訓
⇔
塁
山
巳
畠
Φ
口
）

第
二
節
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
表
出
」
概
念

　
－
㈲
　
　
「
表
出
」
概
念
の
基
礎
的
分
析

　
〈
一
に
お
け
る
多
の
統
一
〉
、
〈
モ
ナ
ド
の
自
己
展
開
〉
と
し
て
の
「
知
覚
」
は
、
〈
自
発
性
V
の
モ
チ
ー
フ
に
沿
い
つ
つ
さ
ら
に
錬
磨

さ
れ
て
、
「
表
出
」
（
Φ
砦
ユ
ヨ
Φ
ポ
偉
。
岳
畠
巳
。
搾
窪
）
と
い
う
性
格
を
獲
得
す
る
。
「
一
般
的
に
知
覚
は
一
に
お
け
る
多
の
表
出
（
・
×
箕
④
段
8
）



　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
で
あ
る
L
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
頻
繁
に
「
知
覚
或
い
は
表
出
」
（
一
①
ω
娼
曾
8
℃
け
一
。
房
2
①
昌
同
Φ
。
。
ω
δ
房
）
と
い
う
言
い
方
を
す
る
。
こ
の
場
合
、

　
　
「
或
い
は
」
（
O
信
）
と
い
う
接
続
辞
は
単
な
る
言
い
換
え
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
く
、
説
明
的
敷
術
的
機
能
を
持
つ
。
表
出
と
知
覚
は
全
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
同
じ
意
昧
内
容
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
表
出
は
知
覚
概
念
の
徹
底
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
我
々
は
そ
こ
で
、
「
表
出
」
が
い
か
な
る
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

　
　
に
お
い
て
「
知
覚
」
の
固
有
性
格
を
透
徹
し
、
こ
れ
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
の
か
を
闇
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
「
表
出
」
は
そ
の
語
源
（
Φ
×
十
鷺
巨
Φ
ひ
営
。
。
削
岩
幾
＾
2
）
が
示
す
よ
う
に
、
〈
内
か
ら
外
へ
押
し
出
す
〉
と
い
う
基
本
性
格
を
持
つ
。

　
　
こ
こ
か
ら
臼
常
的
、
前
哲
学
的
使
用
に
お
い
て
、
「
表
出
」
は
「
或
る
一
定
の
仕
方
で
話
す
」
、
「
思
想
や
感
情
を
外
へ
表
わ
す
」
等
の
意

　
　
　
　
　
（
3
）
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

　
　
味
を
示
す
。
主
観
の
内
に
含
ま
れ
て
い
る
内
容
を
外
へ
示
し
出
す
と
い
う
こ
の
根
本
的
志
向
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
形
而
上
学
概
念
と
し

　
　
て
の
「
表
出
」
の
性
格
を
も
決
定
し
て
い
る
。
即
ち
、
表
出
は
、
物
の
写
像
な
ど
と
い
っ
た
静
止
的
な
物
で
も
な
く
、
外
界
か
ら
主
観
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
4
）

　
　
受
動
的
に
取
る
印
象
で
も
な
い
。
表
出
は
逆
に
内
か
ら
外
へ
向
う
主
観
の
能
動
的
働
き
に
他
な
ら
ぬ
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
「
表
出
」
の
く
内
か
ら
外
へ
押
し
出
す
〉
と
い
う
特
徴
に
関
し
て
、
我
々
は
そ
れ
が
「
表
出
」
の
反
対
概
念
で
あ
る
「
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
銘
」
（
ぎ
箕
冒
①
声
帯
巳
三
。
犀
魯
）
へ
の
鋭
い
対
比
の
も
と
に
考
え
ぬ
か
れ
て
い
る
こ
と
に
十
分
着
鼠
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
葺
喝
ユ
日
Φ
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
①
公
署
宮
前
と
な
る
語
は
元
々
押
印
に
つ
い
て
言
わ
れ
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
〈
外
か
ら
意
識
に
作
用
し
、
何
ら
か
の
痕
跡
を
刻
印
す
る
〉

　
　
と
い
う
意
味
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
反
省
的
、
哲
学
的
術
語
と
し
て
は
、
就
中
経
験
論
的
な
知
覚
発
生
説
を
構
成
す
る
上
で
、
中
心
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
な
役
割
を
担
う
。
そ
の
最
も
典
型
的
な
実
例
と
し
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
ら
の
念
頭
に
あ
る
の
は
、
ロ
ッ
ク
の
『
人
間
悟
性
論
』
で
あ
る
。

　
　
「
印
銘
」
の
く
外
か
ら
内
へ
V
と
い
う
根
本
的
志
向
は
、
ロ
ッ
ク
の
「
巨
鷺
①
。
・
。
・
一
8
」
概
念
に
鮮
明
に
表
れ
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
は
生
得
観
念

　
　
（
一
昌
量
質
肯
Φ
　
一
畠
O
鋤
ω
）
を
否
定
し
、
外
的
対
象
に
つ
い
て
我
々
が
観
念
を
得
る
の
は
す
べ
て
感
覚
（
沼
房
⇔
汁
δ
コ
）
を
通
し
て
で
あ
る
と
断
定
す

　
　
る
。
「
人
間
知
性
の
最
初
の
能
力
と
は
、
外
的
対
象
（
。
具
蓄
乱
。
び
噺
①
9
ω
）
に
よ
っ
て
感
熱
（
ω
窪
ω
。
の
）
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
印
銘
（
一
ヨ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
肩
・
ω
ω
一
。
諺
）
を
ば
受
容
（
同
①
O
①
【
〈
①
）
す
る
よ
う
に
、
精
神
が
適
応
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」
。
我
々
が
知
覚
、
記
億
、
推
論
等
と
呼
ん
で
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
る
意
識
の
作
用
は
、
す
べ
て
こ
の
印
銘
の
受
容
を
前
提
と
す
る
。
故
に
対
象
知
覚
が
成
立
す
る
た
め
の
不
可
欠
な
条
件
は
、
外
的
対
象
か

謝　
　
　
　
　
　
主
観
と
自
発
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
ご

謝　
　
ら
精
神
が
視
覚
、
聴
覚
等
五
感
を
通
し
て
受
け
取
る
刺
激
、
そ
し
て
印
銘
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
観
が
客
観
に
対
し
て
、
〈
外
な
る
他
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
に
よ
っ
て
触
発
、
印
銘
さ
れ
る
〉
と
い
う
受
動
的
な
あ
り
方
を
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　
右
の
よ
う
に
知
覚
を
感
覚
に
帰
着
さ
せ
る
ロ
ッ
ク
に
対
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
で
は
、
知
覚
は
正
に
表
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
ブ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
知
覚
と
は
モ
ナ
ド
主
観
の
能
動
で
あ
り
、
外
界
か
ら
感
覚
的
印
象
（
ω
一
μ
う
⑦
ω
Φ
一
嵩
山
巴
自
O
岸
①
）
を
迎
え
入
れ
る
（
窪
呂
停
日
睾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
と
い
う
よ
う
な
受
動
的
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
ロ
ッ
ク
で
は
、
精
神
（
日
ぎ
ユ
）
は
自
発
性
で
は
な
く
、
む
し
ろ
受
容
性
（
カ
Φ
N
Φ
Ψ

　
　
驚
く
強
け
）
と
し
て
性
格
付
け
ら
れ
よ
う
。
即
ち
精
神
は
、
「
白
い
平
板
」
（
3
ぴ
包
p
脱
⇔
鈴
）
の
如
き
物
で
し
か
な
く
、
外
的
対
象
か
ら
の
触
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
（
鋤
出
自
N
一
〇
触
Φ
昌
）
に
対
し
受
動
的
で
し
か
あ
り
得
な
い
。
精
神
は
対
象
に
つ
い
て
の
「
知
覚
を
避
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
さ
え
言
わ
れ

　
　
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
〈
外
か
ら
内
へ
の
受
容
〉
と
は
逆
に
、
能
動
で
あ
る
知
覚
は
、
前
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
モ
ナ
ド
主
観
が
自
ら
の
内
に
潜
在
的
に
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
ま
れ
て
い
る
内
容
を
展
開
す
る
活
動
で
あ
っ
た
。
「
表
出
」
概
念
は
正
に
、
こ
の
自
己
展
開
と
い
う
知
覚
の
固
有
性
格
が
、
主
観
の
自
発

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
性
の
方
向
へ
一
層
突
き
つ
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
外
か
ら
内
へ
の
印
銘
と
い
う
概
念
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
自
発
性
モ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
ー
フ
の
根
本
的
立
揚
か
ら
、
常
に
厳
し
く
否
定
さ
れ
、
こ
れ
と
正
に
対
比
的
に
形
成
さ
れ
て
来
る
の
が
、
〈
内
か
ら
外
へ
押
し
出
す
〉
と

　
　
い
う
「
表
出
」
概
念
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
1
㈲
　
　
「
お
震
雰
¢
茸
興
」
と
し
て
の
「
表
出
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
　
モ
ナ
ド
主
観
の
・
か
か
る
内
か
ら
外
へ
の
自
己
展
開
と
い
う
所
か
ら
、
表
出
的
知
覚
は
さ
ら
に
「
お
寓
雰
窪
8
こ
と
い
う
性
格
を
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
ら
れ
る
。
「
知
覚
は
私
に
と
っ
て
は
、
単
純
者
に
お
け
る
多
の
話
。
誌
。
。
Φ
罧
簿
δ
p
で
あ
る
」
（
ρ
日
α
設
＼
α
）
。
か
く
て
モ
ナ
ド
主
観
は

　
　
「
掃
窟
傍
窪
＄
象
な
本
性
」
を
持
つ
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
本
性
と
は
「
精
神
の
外
に
存
す
る
事
物
を
、
精
神
的
器
官
へ
の
関
係
を
通
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
表
出
す
る
能
力
で
あ
る
」
。
お
冨
伽
。
・
①
馨
曾
は
元
来
語
源
的
に
は
「
お
己
（
再
び
）
と
「
窟
傍
Φ
三
碧
」
（
或
る
も
の
を
現
前
《
冒
器
。
。
魯
ω
》
せ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
め
る
、
明
示
す
る
）
か
ら
成
り
、
従
っ
て
〈
或
る
も
の
を
再
び
現
前
せ
し
め
る
〉
と
い
う
基
本
的
語
義
を
有
す
る
。
今
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の



「
器
箕
評
①
簿
霞
」
概
念
も
こ
の
基
本
的
語
義
を
真
直
ぐ
に
受
け
継
ぐ
。
即
ち
、
神
か
ら
創
造
の
際
に
与
え
ら
れ
た
様
々
な
内
容
、
つ
ま
り

生
得
的
諸
観
念
を
、
モ
ナ
ド
主
観
が
自
発
的
本
性
に
よ
っ
て
順
次
再
び
現
実
的
に
示
し
出
す
、
即
ち
展
開
す
る
、
そ
う
い
う
働
き
、
こ
れ

が
「
お
質
伽
。
。
Φ
簿
費
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
外
か
ら
の
刺
激
や
契
機
に
よ
ら
ず
、
純
粋
な
る
自
発
性
に
よ
っ
て
、
各

モ
ナ
ド
に
内
在
せ
る
生
得
的
な
内
容
を
話
鴬
野
①
三
曾
す
る
こ
の
働
き
が
、
各
モ
ナ
ド
の
個
性
を
決
定
す
る
、
と
見
な
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
も
、
「
精
神
の
外
に
存
す
る
事
物
を
、
精
神
的
器
官
へ
の
関
係
を
通
じ
て
表
出
す
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

知
覚
表
出
す
る
モ
ナ
ド
主
観
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
知
覚
さ
る
べ
き
外
的
存
在
、
即
ち
他
の
モ
ナ
ド
へ
常
に
一
致
、
関
係
す
る
こ
と
が
明
示

さ
れ
て
い
る
。
モ
ナ
ド
主
観
に
と
っ
て
、
自
ら
の
内
に
潜
在
的
に
内
在
す
る
諸
内
容
、
つ
ま
り
観
念
を
現
実
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

て
開
示
さ
れ
て
来
る
世
界
と
は
、
単
な
る
観
念
的
世
界
、
仮
象
で
は
な
く
、
正
に
“
精
神
の
外
に
”
実
在
す
る
他
の
諸
モ
ナ
ド
で
あ
る
。

か
か
る
モ
ナ
ド
世
界
の
主
観
へ
の
現
前
を
可
能
に
す
る
の
が
主
観
の
自
発
性
な
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
裏
出
と
〈
内
－
外
〉
関
係

　
　
　
－
⑥
　
空
間
的
な
〈
内
一
外
〉
理
解
へ
の
反
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
　
モ
ナ
ド
主
観
が
自
己
の
生
得
的
な
内
容
を
内
か
ら
表
出
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
「
外
に
存
す
る
事
物
を
精
神
の
器
官
へ
の
関
係
を
通
じ

　
　
て
表
出
す
る
」
こ
と
と
、
こ
の
よ
う
に
何
ら
矛
盾
し
な
い
。
か
え
っ
て
、
対
象
た
る
他
の
諸
モ
ナ
ド
が
、
正
に
（
主
観
に
と
っ
て
）
外
な

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
る
実
在
と
し
て
知
覚
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
、
実
は
表
出
と
い
う
主
観
の
自
発
的
活
動
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
る
、
と
言
え
る
の
で
は

　
　
な
い
だ
ろ
う
か
。
表
出
に
よ
っ
て
、
潜
在
的
に
内
包
さ
れ
て
い
た
観
念
が
現
実
的
に
意
識
さ
れ
、
か
く
て
判
明
（
鋳
ω
二
琴
け
）
な
意
昧
内
容

　
　
（
≦
螢
。
。
－
器
ε
と
し
て
記
憶
（
ヨ
σ
日
○
ぎ
）
に
も
取
り
込
ま
れ
る
だ
け
な
の
で
は
な
い
。
主
観
は
か
か
る
内
容
（
≦
器
）
に
対
応
す
る
物
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
体
（
郡
ち
モ
ナ
ド
）
が
実
在
す
る
こ
と
（
U
ら
呂
飢
p
）
を
も
認
識
す
る
。
対
象
は
主
観
の
“
外
”
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
知
覚
表
嵐
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
主
観
と
客
観
の
所
謂
〈
内
一
外
〉
と
い
う
関
係
は
、
客
観
を
斯
く
物
自
体
と
し
て
知
覚
表
出
す

鋤　
　
　
　
　
　
主
観
と
自
発
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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哲
学
研
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第
五
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四
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一
〇
四

へる
自
発
的
モ
ナ
ド
主
観
の
そ
の
働
き
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
行
く
も
の
だ
、
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
こ
こ
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
表
出
」
概
念
は
さ
ら
に
重
要
な
問
題
の
所
在
を
指
し
示
す
。
即
ち
、
〈
意
識
の
内
な
る
主
観
〉
と
く
意
識

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
外
に
実
在
す
る
対
象
物
V
の
関
係
が
、
主
観
の
あ
り
方
を
制
約
す
る
の
で
は
な
く
、
正
に
逆
に
、
主
観
の
純
粋
自
発
性
と
し
て
の
表
出

へ
　
　
　
へ
　
　
　
し
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
る
と
い
う
考
え
方
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
く
意
識
の
内
と
外
V
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
根
底
か
ら
問
い
直
し

を
行
っ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
な
の
で
あ
る
。
普
通
我
々
は
意
識
の
内
と
外
の
差
違
を
、
無
反
省
に
も
空
間
的
場
所
的
な
内
と
外
の
差
違
と

同
じ
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
が
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
正
に
か
か
る
内
－
外
の
理
解
に
対
し
て
反
省
と
批
判
を
試
み
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

意
識
の
内
外
を
単
に
空
間
的
場
所
的
な
区
別
と
同
一
視
す
る
よ
う
な
所
か
ら
は
、
抑
々
表
出
の
思
想
は
出
て
来
ぬ
は
ず
で
あ
る
。
物
自
体

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

を
直
接
知
覚
す
る
こ
と
が
、
即
ち
自
発
的
主
観
の
内
か
ら
の
自
己
展
開
で
あ
る
と
い
う
見
方
は
、
そ
う
い
う
先
入
見
的
内
外
理
解
の
克
服

で
あ
る
。

　
一
㈲
　
モ
ナ
ド
の
「
無
窓
性
」

　
表
出
の
思
想
は
、
こ
の
よ
う
に
モ
ナ
ド
主
観
の
客
観
、
あ
る
い
は
世
界
へ
の
あ
り
方
の
問
い
に
ま
で
関
わ
っ
て
来
る
。
こ
の
点
で
絶
対

に
見
落
し
て
な
ら
な
い
の
が
、
〈
モ
ナ
ド
の
無
窓
性
〉
な
る
概
念
で
あ
る
。
『
モ
ナ
ド
ロ
ギ
ー
』
第
七
節
の
中
で
、
彼
は
モ
ナ
ド
が
他
者
か

ら
何
か
を
内
へ
受
容
し
、
何
ら
か
の
変
化
を
被
る
と
い
う
可
能
性
を
否
定
し
、
次
の
よ
う
に
強
調
す
る
。
「
モ
ナ
ド
は
、
そ
れ
を
通
し
て

何
か
が
モ
ナ
ド
に
入
っ
た
り
出
た
り
し
う
る
よ
う
な
窓
（
h
Φ
づ
①
群
2
）
を
全
く
持
た
な
い
」
（
ρ
＜
H
8
“
）
。
こ
の
箇
所
で
、
「
無
窓
性
」

概
念
は
、
モ
ナ
ド
の
単
純
性
、
独
立
性
の
規
定
を
主
題
と
す
る
脈
絡
に
お
い
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
、
単
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

形
式
的
論
理
的
規
定
の
枠
内
に
留
ま
ら
ぬ
問
題
性
を
示
唆
す
る
。
つ
ま
り
、
モ
ナ
ド
が
他
の
諸
モ
ナ
ド
即
ち
世
界
に
対
し
て
窓
を
持
た
ず
、

従
っ
て
外
界
か
ら
例
え
ば
可
感
的
形
象
（
蕾
⑦
。
・
冨
8
。
・
。
。
①
邑
窪
⑦
。
・
）
の
如
き
も
の
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

取
り
も
直
さ
ず
、
か
か
る
経
験
的
な
知
覚
論
が
そ
の
上
に
成
立
し
て
い
る
所
の
〈
空
間
的
内
外
の
区
翔
〉
が
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
根

底
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。



　
無
窓
性
の
概
念
を
通
し
て
批
判
さ
れ
、
克
服
さ
る
べ
き
経
験
論
的
知
覚
論
、
さ
ら
に
内
一
子
差
違
の
空
間
的
理
解
の
代
表
と
し
て
、
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
常
に
意
識
し
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
精
神
は
元
々
何
ら
の
生
得
的
観
念
も
含
ま

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
へ
1
2
）

ず
、
外
界
か
ら
の
光
が
一
切
遮
蔽
さ
れ
た
暗
室
（
ユ
恥
二
四
　
　
同
O
O
ヨ
）
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
い
ま
だ
空
の
小
部
屋
」
（
ひ
⑦
矯
曾
Φ
ヨ
℃
曙

　
（
1
3
）
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

8
び
ぎ
Φ
酌
）
に
外
的
事
物
に
つ
い
て
の
観
念
を
最
初
に
供
給
す
る
の
が
感
官
（
チ
。
ω
窪
。
。
①
ω
）
で
あ
る
。
こ
の
感
官
、
或
い
は
感
官
を
経
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

感
覚
的
知
覚
（
の
①
謬
ω
ρ
9
紳
一
〇
昌
。
ゆ
）
を
、
ロ
ッ
ク
は
そ
れ
を
通
じ
て
光
が
こ
の
暗
室
に
導
入
さ
れ
る
「
窓
」
（
≦
一
巳
。
誤
）
で
あ
る
と
言
う
。
即

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

ち
、
精
神
は
、
外
的
事
物
の
印
銘
（
冒
鴇
①
ω
。
。
δ
濤
）
を
受
容
す
る
た
め
の
窓
を
必
要
と
す
る
。
窓
な
く
し
て
は
、
精
神
は
外
的
対
象
を
知

覚
出
来
ぬ
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
ロ
ッ
ク
の
「
窓
」
概
念
の
土
台
に
は
、
知
覚
す
る
精
神
と
知
覚
さ
れ
る
対
象
世
界
と
が
、
“
部
屋
の
内
と
外
”
と
い
う
空
間
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

揚
所
的
な
仕
方
で
相
対
立
す
る
と
い
う
見
方
が
あ
る
、
即
ち
精
神
は
い
わ
ぽ
カ
プ
セ
ル
の
中
に
存
し
、
そ
の
外
に
拡
が
る
世
界
か
ら
は
遮

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

断
さ
れ
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
か
か
る
精
神
に
は
、
外
界
か
ら
印
銘
を
受
容
す
る
た
め
の
「
通
り
道
」
（
9
。
冨
。
・
器
σ
q
①
。
。
）
な
い
し
窓
が

ど
う
し
て
も
必
要
に
な
っ
て
来
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
モ
ナ
ド
の
無
窓
性
は
、
正
に
こ
の
ロ
ッ
ク
の
「
窓
」
概
念
へ
の
直
裁
な
否
定
で
あ
る
。
モ
ナ
ド
は
知
覚
さ
る
べ
き
内
容
を
先
験
的
に
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

撰
し
て
お
り
、
外
か
ら
“
対
象
の
印
璽
”
を
受
け
取
る
必
要
は
な
い
。
つ
ま
り
モ
ナ
ド
は
抑
々
「
窓
」
な
ど
要
し
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

無
窓
階
の
真
意
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
も
指
摘
す
る
よ
う
に
こ
れ
だ
け
に
は
っ
き
ぬ
。
即
ち
、
モ
ナ
ド
に
は
空
間
的
な
意
味
で
は
内
も
外
も
な

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

い
の
で
あ
る
。
モ
ナ
ド
主
観
の
客
観
へ
の
対
し
方
は
、
部
屋
の
内
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
外
界
の
里
馬
で
は
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
モ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ナ
ド
主
観
は
既
に
世
界
へ
脱
自
的
（
Φ
犀
o
n
け
ρ
け
一
し
o
O
げ
）
に
出
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
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一
〇
六

第
四
章
　
　
「
宇
宙
の
活
け
る
鏡
」
（
。
。
冨
σ
q
Φ
宣
）

　
一
㈲
　
ラ
イ
プ
ニ
ヅ
ツ
の
「
鏡
し
概
念
の
音
心
味

　
表
出
、
無
窓
性
の
概
念
は
、
モ
ナ
ド
主
観
が
世
界
に
対
す
る
そ
の
あ
り
方
へ
の
問
に
ま
で
と
ど
い
て
い
る
と
言
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
知

覚
す
る
主
観
が
意
識
の
内
に
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
部
屋
の
中
に
閉
ざ
さ
れ
て
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。
窓
を
要
さ
ぬ
モ
ナ
ド
主
観
は
、
空

間
的
差
違
を
否
定
し
超
越
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
予
め
世
界
の
内
へ
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
表
出
概
念
は
モ
ナ
ド
主
観

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に
よ
る
世
界
の
表
出
と
い
う
性
格
を
鮮
明
に
し
て
行
く
。
つ
ま
り
、
世
界
は
モ
ナ
ド
の
外
に
拡
が
る
の
で
は
な
く
、
モ
ナ
ド
の
内
に
表
出

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
（
1
）

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
世
界
を
表
出
す
る
モ
ナ
ド
は
「
宇
宙
の
活
け
る
鏡
」
（
§
巨
H
o
マ
〈
ぎ
p
箕
畠
。
一
、
§
ぞ
臼
。
。
）
と
し
て

性
格
付
け
ら
れ
て
行
く
。

　
「
全
被
造
物
が
各
号
造
物
へ
、
各
被
造
物
が
他
の
全
て
の
被
造
物
へ
結
合
（
嵩
鋒
ω
o
旨
）
し
、
或
い
は
適
合
（
m
8
0
ヨ
＆
。
ヨ
①
9
）
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
次
の
如
く
に
な
る
。
即
ち
、
ど
の
単
純
実
体
も
、
他
の
す
べ
て
の
単
純
実
体
を
表
出
す
る
関
係
を
持
ち
、
従
っ
て
宇
宙
の
永

続
な
る
活
き
た
鏡
（
毎
毎
H
。
円
丘
養
簿
需
壱
Φ
片
娼
£
山
Φ
一
、
§
即
く
Φ
同
ω
）
な
の
で
あ
る
」
建
9
伽
㎝
P
9
〈
H
①
H
①
）
。
モ
ナ
ド
主
観
は
、
そ
の

自
発
的
本
性
か
ら
他
の
す
べ
て
の
モ
ナ
ド
を
自
ら
の
内
に
表
出
す
べ
く
、
創
造
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
モ
ナ
ド
相
互
の
間
に
は
、
表
出
者

と
被
表
出
者
の
志
向
関
係
と
し
て
、
「
結
合
」
、
「
適
合
」
が
成
立
す
る
。
こ
の
関
係
は
全
モ
ナ
ド
の
間
に
張
り
渡
さ
れ
て
お
り
、
か
く
秩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

序
付
け
ら
れ
た
モ
ナ
ド
の
全
体
が
「
世
界
」
（
剛
⑦
竃
。
鼠
。
）
、
「
宇
宙
」
（
一
、
き
冨
邑
で
あ
る
。
世
界
と
い
う
物
が
実
体
的
に
存
在
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
ル
ド

る
の
で
は
な
い
。
世
界
は
自
発
的
モ
ナ
ド
が
構
成
す
る
構
造
、
秩
序
で
あ
る
。
故
に
、
他
の
す
べ
て
の
モ
ナ
ド
を
表
出
す
る
こ
と
は
、
自

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ら
の
内
に
世
界
を
映
し
出
す
（
の
覧
①
σ
q
①
ε
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
「
宇
宙
の
辛
し
は
、
我
々
が
普
通
”
鏡
”
と
い
う
晋
葉
か
ら
連
想
す
る
よ
う
な
静
的
受
動
的
性
格
の
も
の
と
は
異
な
る
。
透
明
な



　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
鏡
の
前
に
物
を
置
く
と
、
そ
の
物
の
像
が
映
る
と
い
う
よ
う
な
日
常
的
観
念
に
止
ま
る
限
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
鏡
」
概
念
の
正
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
理
解
は
不
可
能
で
あ
る
。
彼
の
場
合
、
宇
宙
を
映
す
鏡
は
、
モ
ナ
ド
の
自
発
的
活
動
に
他
な
ら
な
い
。
ω
豆
Φ
σ
q
。
一
は
む
し
ろ
ω
讐
①
α
Q
①
ぎ
で

　
あ
る
。
鏡
が
「
活
け
る
」
（
≦
〈
助
昌
け
）
と
か
、
「
永
続
な
」
（
唱
霞
冨
ε
。
一
）
鏡
と
言
わ
れ
る
の
は
、
世
界
を
映
し
出
す
（
。
・
覧
①
σ
q
①
ぎ
）
こ
と
が
モ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
ナ
ド
の
純
粋
な
自
発
性
の
働
き
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
原
理
』
で
は
、
〈
モ
ナ
ド
が
活
け
る
鏡
で
あ
る
こ
と
〉
と
は
、
よ

　
　
り
直
裁
に
く
モ
ナ
ド
に
内
的
活
動
（
節
O
酔
囲
O
コ
　
一
郎
け
Φ
触
づ
Φ
）
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
V
で
あ
る
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
こ
の
〈
映
す
〉
働
き
は
、
知
覚
、
表
出
の
自
己
展
開
的
性
格
か
ら
推
し
て
、
世
界
の
前
に
置
か
れ
た
鏡
が
こ
れ
を
反
映
す
る
と
い
う
仕

　
　
方
で
は
な
く
、
ち
ょ
う
ど
組
み
入
れ
ら
れ
た
フ
ィ
ル
ム
を
内
か
ら
外
へ
投
射
し
出
す
映
写
機
に
例
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
の
意
味
で

　
　
各
モ
ナ
ド
は
世
界
で
さ
え
あ
る
。
「
ど
の
モ
ナ
ド
も
活
け
る
鏡
で
あ
り
、
内
的
活
動
を
備
え
持
つ
。
こ
の
鏡
は
宇
宙
を
各
自
の
視
点
に
従

　
　
っ
て
話
窯
伽
。
。
Φ
艮
塗
し
て
お
り
、
宇
宙
自
体
と
同
じ
よ
う
に
規
則
付
け
ら
れ
て
い
る
（
話
σ
Q
一
①
）
」
（
等
帖
嵩
・
⑳
G
。
“
ρ
≦
＄
り
）
。

　
　
一
ω
　
な
ぜ
「
鏡
」
、
「
。
。
℃
δ
σ
q
o
騨
」
な
の
か

　
　
鏡
、
紹
δ
α
q
ω
ぎ
が
モ
ナ
ド
主
観
の
内
か
ら
外
へ
の
自
己
展
開
で
あ
る
こ
と
は
、
知
覚
な
い
し
表
出
概
念
の
場
合
と
変
り
な
い
。
し
か
し
、

　
　
表
出
が
〈
内
か
ら
外
へ
〉
の
方
向
を
特
に
強
調
す
る
と
い
う
固
有
性
を
持
っ
て
い
る
の
と
同
様
、
こ
の
鏡
の
概
念
に
も
又
、
知
覚
、
表
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
の
概
念
で
は
っ
く
さ
れ
ぬ
専
有
の
意
味
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
何
故
、
モ
ナ
ド
主
観
の
活
動
が
、
知
覚
、
衰
出
だ
け
で
な
く
、
正
に
「
宇

　
　
宙
の
鏡
」
と
し
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
性
格
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
そ
の
理
由
こ
そ
我
々
は
い
ま
や
問
題
に
す
る

　
　
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
「
鏡
」
（
ω
℃
一
Φ
σ
q
。
一
）
の
動
詞
形
。
・
℃
一
①
σ
q
①
ぎ
は
、
元
来
二
重
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
即
ち
。
。
℃
一
⑦
σ
Q
。
写
は
一
方
で
「
或
る
物
が
（
自
ら
の

　
　
内
に
）
他
の
物
を
映
す
」
（
澤
蓄
ω
ω
鷺
①
σ
q
。
剛
け
堅
手
。
。
）
と
い
う
他
動
詞
的
な
意
味
と
、
同
時
に
、
他
方
「
象
る
物
が
他
の
物
の
内
に
映
る
、

　
　
映
さ
れ
る
し
（
。
。
陣
卑
ぎ
¢
葺
器
ω
鷲
①
σ
q
Φ
ぎ
）
と
い
う
再
帰
動
詞
的
、
或
い
は
受
動
的
な
意
味
に
も
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
〈
（
他
者
）
を
映

　
　
す
〉
と
共
に
〈
（
他
老
に
よ
っ
て
）
映
さ
れ
る
〉
と
い
う
こ
の
二
義
性
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
宇
宙
の
鏡
」
概
念
の
固
有
性
格
を
も
そ

953　
　
　
　
　
　
主
観
と
自
発
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
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一
〇
八

の
ま
ま
決
定
し
て
い
る
。
即
ち
、
モ
ナ
ド
囚
は
モ
ナ
ド
圖
を
映
す
と
同
時
に
、
こ
の
モ
ナ
ド
圖
に
よ
っ
て
も
ま
た
映
し
出
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
モ
ナ
ド
に
あ
っ
て
は
く
映
す
こ
と
〉
が
即
〈
映
さ
れ
る
こ
と
〉
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
か
く
し
て
、
す
べ
て
の
モ
ナ
ド
は
こ
の
〈
映
す
と
同
時
に
映
さ
れ
る
〉
連
関
の
中
へ
織
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
モ
ナ
ド
間
の
か
か
る
関

係
、
秩
序
は
各
モ
ナ
ド
に
と
っ
て
偶
然
的
で
な
く
、
必
然
的
で
ア
プ
リ
オ
リ
な
構
造
で
あ
る
。
我
々
は
既
に
、
モ
ナ
ド
に
は
空
間
的
意
味

で
の
内
－
外
の
区
別
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
モ
ナ
ド
が
世
界
へ
脱
自
的
（
o
譲
冨
甑
ω
o
び
）
に
出
て
い
る
こ
と
は
、
た
だ
空

間
的
差
違
の
否
定
と
い
う
こ
と
だ
け
に
は
留
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
モ
ナ
ド
主
観
が
、
他
の
諸
モ
ナ
ド
、
世
界
と
〈
映
し
・
映
さ
れ

る
〉
構
造
の
た
だ
中
に
、
先
験
的
に
出
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
が
モ
ナ
ド
主
観
の
脱
自
性
の
持
つ
、
よ
り
積
極
的
な
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。　

1
㈲
　
モ
ナ
ド
主
観
と
世
界

　
す
べ
て
の
モ
ナ
ド
は
、
ω
風
①
σ
q
。
ぎ
し
合
う
関
係
の
中
へ
構
造
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
い
て
、
「
世
界
」
と
は
延
長
物

体
や
絶
対
空
間
の
如
き
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
互
い
に
衝
突
し
作
用
し
合
う
物
体
の
連
鎖
で
も
な
く
、
正
に
畳
㊦
σ
q
①
ぎ
す
る
モ
ナ
ド
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

観
の
織
り
な
す
一
昌
象
島
。
コ
既
な
関
係
の
全
体
な
の
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
モ
ナ
ド
を
「
葺
。
薮
。
琶
一
Φ
ω
財
葺
ε
円
」
と
し
て
把
握
し
て

い
る
の
は
、
こ
の
限
り
に
お
い
て
正
し
い
と
雷
わ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
関
係
な
い
し
構
造
と
し
て
の
世
界
を
、
ラ
イ
プ
ニ
ヅ
ツ
は
又
観
念
的
に
構
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
も
考
え
て
い

な
い
こ
と
に
我
々
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
、
世
界
の
構
造
、
秩
序
は
個
々
の
モ
ナ
ド
と
共
に
神
に
よ
っ
て
直
接
創
造
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
世
界
は
観
念
的
で
は
な
く
、
実
在
的
で
あ
る
。
世
界
は
志
向
的
関
係
に
還
元
さ
れ
つ
く
す
も
の
で
は

　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

な
く
、
創
造
を
そ
の
究
極
的
根
拠
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
そ
れ
故
に
ま
た
世
界
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ナ
ド
に
と
っ
て
相
対
的
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
モ
ナ
ド
が
そ
こ
に
共
属
す
る
同
じ
一
つ
の
世

界
で
あ
る
。
モ
ナ
ド
が
一
つ
の
世
界
に
共
属
す
る
事
態
に
つ
い
て
は
、
有
名
な
〈
岡
一
都
市
の
比
喩
〉
が
こ
れ
を
よ
く
言
い
表
わ
し
て
い



る
。
「
つ
ま
り
実
体
は
全
宇
宙
を
各
自
固
有
な
仕
方
で
表
出
す
る
。
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
同
一
の
都
市
が
、
こ
れ
を
見
る
老
の
相
異
な
る

位
置
に
従
っ
て
、
様
々
に
表
象
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
で
あ
る
」
（
b
●
ミ
●
⑳
り
》
○
・
H
〈
蔭
Q
o
心
）
。
モ
ナ
ド
が
世
界
に
属
す
と
い
う
こ
と
は
、

物
体
が
空
間
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
世
界
を
表
出
し
、
映
す
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
全
モ
ナ
ド
が
同
じ
一
つ

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
世
界
を
表
出
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
全
モ
ナ
ド
が
同
一
の
世
界
に
共
属
す
る
と
い
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

表
出
活
動
は
主
観
・
客
観
の
志
向
関
係
を
構
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
同
一
性
を
、
つ
ま
り
世
界
へ
の
モ
ナ
ド
主
観
の
共
属
性
を
可

能
に
し
、
規
定
す
る
。
そ
し
て
又
翻
っ
て
、
モ
ナ
ド
主
観
に
と
っ
て
、
〈
剛
P
●
§
、
6
≦
⑦
剛
け
．
ω
O
…
昌
〉
と
は
、
〈
き
巴
三
興
窪
〉
、
〈
。
。
嘗
Φ
σ
q
Φ
『
〉
す
る

こ
と
で
あ
る
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

結
甑
阻
一
（
「
世
界
」
の
問
へ
の
予
示
）

　
「
知
覚
」
、
「
表
出
」
、
「
宇
宙
の
活
け
る
鏡
」
の
分
析
を
通
し
て
、
我
々
は
こ
こ
に
改
め
て
、
〈
モ
ナ
ド
主
観
の
自
発
性
V
と
い
う
ラ
イ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
ル
ブ
ス
ト
ハ
フ
ト
　
　
モ
　
ド
ゥ
ス

ニ
ッ
ツ
の
主
題
を
確
認
す
る
。
「
自
発
性
」
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
主
観
の
自
己
内
的
な
様
態
に
留
ま
ら
ず
、
主
観
の
客
観
或
い
は
世
界

へ
の
関
わ
り
そ
の
も
の
を
規
定
す
る
と
い
う
役
割
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
モ
ナ
ド
主
観
は
こ
の
自
発
性
と
そ
の
展
開
i
長
目
N
菅
⑦
話
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ク
ス
タ
　
テ
ィ
ッ
シ
ュ

霊
単
三
。
訂
戸
の
営
Φ
σ
q
・
ぎ
一
と
共
に
、
空
間
的
差
違
を
超
え
て
世
界
へ
出
て
い
る
。
自
発
的
主
観
は
世
界
に
対
し
脱
自
的
な
あ
り
方

を
す
る
の
で
あ
る
。
逆
に
、
世
界
は
主
観
に
対
し
、
正
に
そ
の
自
発
的
活
動
を
通
じ
て
、
開
示
さ
れ
て
来
る
と
言
え
よ
う
。
1
そ
れ
で
は

か
か
る
世
界
は
具
体
的
に
は
い
か
な
る
も
の
と
し
て
モ
ナ
ド
的
純
粋
主
観
に
出
会
わ
れ
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
我
々
は
又
稿
を
改
め

ね
ぽ
な
ら
な
い
。
が
、
と
も
あ
れ
、
「
自
発
性
」
概
念
の
解
明
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
問
題
地
平
i
世
界
、
そ
し
て
世
界
と
モ
ナ
ド
ー

へ
の
指
針
は
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
一
・
八
・
二
七
）
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〇

註
　
記

　
剛
、
略
記
法

b
．
ミ
ー
1
b
鋳
ら
ミ
誘
§
ミ
無
§
書
蔑
Q
§
”
δ
。
。
Φ
噸

寧
、
§
四
b
恥
噂
蔦
ミ
禽
辱
ミ
馬
。
砺
§
ミ
§
§
§
ミ
ミ
帖
§
Q
”
ミ
譜
謹
勘
。
ミ
験
穿
ミ
ミ
馬
§
．
δ
濾
．

ρ
H
ρ
≦
「
常
一
ぎ
置
勺
三
一
〇
。
・
o
喜
一
ω
。
冨
ω
o
芹
凶
津
。
詳
密
。
・
σ
q
．
く
・
ρ
い
○
Φ
昏
費
理
》
b
ご
臼
嵩
旨
H
c
。
胡
・
㊤
O
．

§
“
1
1
さ
ミ
ミ
勘
§
象
譜
8
簿
ミ
皆
、
δ
嬉
ミ
欺
＆
馬
ミ
馬
§
ジ
δ
c
。
心
．

ミ
9
匪
§
識
自
駄
ミ
。
鷺
3
嵩
置
．

≧
鐸
1
1
さ
～
ミ
§
袋
＆
Q
旨
ミ
物
験
、
馬
．
§
鳳
§
§
ミ
§
鳳
奪
ミ
ミ
旨
u
ミ
O
群

ゆ
・
ミ
n
ぎ
、
、
ミ
膏
題
§
封
嵩
ミ
§
帖
ミ
魯
N
職
鱒
蕊
題
”
誉
醤
惑
隔
§
ミ
請
。
℃
ポ
H
母
蒔

9
≧
1
1
畠
簡
§
き
ぎ
§
§
袋
§
智
鳩
§
ミ
鳶
無
§
貯
亀
ミ
ミ
§
凡
ミ
畿
ミ
魯
防
養
髪
油
§
ら
跨
”
§
霧
帖
黛
§
Q
§
§
馬
．
§
N
馬
§
”
冬
、
職
セ
匙
§
馬
誌

　
　
　
執
、
曹
＆
ぐ
も
肺
貯
8
り
，
騰
“
δ
鴇
．

　
　
　
　
　
　
　
O
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
．
●

『
改
善
』
“
『
第
一
哲
学
の
改
善
と
実
体
概
念
に
つ
い
て
』
（
肉
§
馬
●
）

『
原
理
』
U
『
理
性
に
基
づ
け
ら
れ
た
、
自
然
と
恩
寵
に
つ
い
て
の
諸
原
理
』
（
等
§
●
）

『
新
説
』
嫡
『
実
体
の
本
性
及
び
交
通
に
つ
い
て
、
並
び
に
精
神
と
物
体
の
問
の
結
合
に
つ
い
て
の
新
説
』
（
偽
．
≧
）

※
　
原
文
中
の
イ
タ
リ
ッ
ク
表
記
は
筆
者
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
巴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨

　
二
、
勇
註

［
序
］

OD
@
　
「
モ
ナ
ド
ロ
ギ
ー
」
（
ミ
ミ
ミ
さ
ご
曳
馬
）
と
は
、
元
来
無
題
の
こ
の
論
文
（
O
．
H
＜
①
O
評
①
卜
。
。
。
）
に
、
一
七
二
〇
年
に
こ
れ
を
ド
イ
ツ
語
に
訳
出
、

　
編
集
し
た
↓
．
笛
．
溶
α
裟
巽
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
の
中
か
ら
採
ら
れ
た
通
称
で
あ
る
。
（
仏
語
原
文
は
漸
く
一
八
四
〇
年
に
な
っ
て
初
め
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て
刊
行
さ
れ
た
）
。

②
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
形
而
上
学
体
系
に
し
め
る
実
体
論
的
問
題
設
定
の
位
置
、
役
割
に
つ
い
て
は
、
『
モ
ナ
ド
ロ
ギ
ー
』
の
構
成
、
展
開
そ
れ
自
体
が

　
好
例
を
示
し
て
い
る
。

③
　
O
．
H
＜
轟
刈
。
◎
ロ
。
（
勉
≧
）
》
く
唄
0
り
G
o
（
等
馬
醤
．
㈱
目
）
り
く
剛
①
O
刈
一
①
O
O
Q
（
ミ
9
棚
μ
1
μ
ω
）
■

㈲
例
え
ば
「
8
弓
話
。
日
ぽ
臼
。
締
ρ
三
①
ω
8
嵩
」
と
い
う
言
い
方
も
な
さ
れ
て
い
る
（
O
惹
く
ミ
。
》
寧
§
．
）
。

⑤
く
σ
q
轡
O
．
＜
同
α
O
。
。
（
筆
、
執
醤
・
伽
じ

㈲
　
㈲
Q
．
H
＜
心
刈
り
（
防
●
㌧
タ
y

　
　
⑥
鴇
①
ジ
N
国
。
博
葺
喝
。
o
簿
ダ
b
貯
さ
W
款
。
駄
馬
§
、
肉
、
詠
Q
野
苺
讐
N
苛
腎
鴇
b
Q
魯
貸
註
塁
袋
嵩
“
卜
無
守
醤
蹄
9
0
囲
⑦
し
◎
①
P
μ
㊤
H
卜
。
”
ω
●
ト
コ
¶
濠
．

⑦
　
㈲
さ
・
留
α
の
最
後
の
文
（
○
馳
く
H
①
目
）
に
お
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
草
稿
で
「
訂
竃
。
ロ
9
。
号
」
と
あ
っ
た
所
を
、
コ
．
》
ヨ
。
」
と
改
め
て
い

　
る
。

　
　
く
α
q
r
O
●
謹
．
ぴ
魚
げ
舞
扇
』
（
踏
§
恥
硫
ら
潮
、
ミ
Q
蓋
茂
袋
、
§
馬
§
詠
塞
熟
り
ず
①
困
ゆ
煽
ω
α
q
①
σ
q
o
び
①
茶
目
訂
餌
⇔
げ
①
錺
。
θ
韓
　
く
。
ロ
　
顕
⇔
訂
。
。
盃
①
ぎ
賊
口
。
ぎ
’
　
【
嵩
q
。
9
・

　
く
〇
二
岱
α
q
”
周
困
帥
巳
焦
ロ
誹
＼
ζ
こ
一
〇
〇
伊
ψ
駆
㎝
O
》
コ
巳
．
H

　
　
＜
σ
q
r
O
・
毛
●
い
①
ひ
巳
N
冒
や
＆
嵩
ら
～
一
男
譜
貯
§
ミ
袋
誌
ミ
§
馬
恥
寒
＆
”
哲
多
駄
禽
恥
嵩
、
蕊
請
。
謡
＼
罫
q
愚
覇
§
N
畠
篭
詠
職
象
§
識
器
。
寒
さ
篭
魯
§
ご
・

　
隣
尉
”
℃
二
浄
曲
。
・
　
げ
緑
σ
q
「
巴
①
ヨ
①
三
．
畠
、
o
℃
審
。
。
　
δ
o
。
8
p
目
口
ω
o
ユ
冨
畠
。
口
餌
誹
。
〈
お
‘
＜
δ
5
旨
①
蝶
勺
国
ユ
ω
簿
で
冨
。
。
Φ
ロ
け
伽
。
自
　
傷
．
9
。
℃
3
0
。
仙
⑦
ψ
『
珍
話
。
・

　
ぎ
価
傷
諦
⑦
ω
℃
p
o
『
〉
目
釦
域
傷
影
O
げ
一
冨
⑦
計
℃
．
¢
．
閃
こ
勺
⇔
ユ
q
陰
り
H
り
α
蒔
り
唱
．
Q
o
F

　
　
⑤
さ
ら
に
又
『
原
理
』
響
（
ρ
〈
目
α
O
O
タ
）
に
お
い
て
、
草
稿
に
続
く
・
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
身
の
手
に
よ
る
所
謂
A
写
本
で
は
、
「
煽
葛
〉
日
①
」

　
な
る
語
に
続
け
て
（
○
。
H
＜
㎝
O
㊤
の
最
終
行
）
、
〈
ぬ
三
Φ
。
。
け
℃
o
舞
魔
。
ぎ
。
。
一
象
お
帖
ミ
馬
§
謎
§
に
§
ミ
§
§
討
〉
と
い
う
修
飾
文
が
添
え
ら
れ
て
い

　
る
。
（
倶
し
、
こ
の
副
文
は
次
の
改
訂
B
写
本
で
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
再
び
削
除
さ
れ
た
。
）

　
　
〈
σ
q
P
』
（
貯
§
恥
勲
浮
、
ミ
§
G
ぴ
毎
σ
q
．
〈
．
訟
。
に
曽
（
0
7
0
淳
・
）
噸
ω
．
駆
H
o
o
・
〉
郎
鋒
．
き
⊃
’

　
　
〈
σ
Q
炉
襲
，
帖
醤
ら
蝉
窃
4
①
伽
り
螂
P
同
閃
。
び
一
5
①
δ
（
o
や
。
潔
．
y
ロ
・
¢
◎
《
．

　
　
㈲
ま
た
『
原
理
』
喪
で
は
次
の
よ
う
な
言
い
方
が
な
さ
れ
て
い
る
の
一
い
⑦
自
・
8
重
唱
。
ω
雷
。
ロ
δ
。
・
o
o
愚
。
。
。
o
馨
傷
Φ
・
。
墓
誌
鼻
＆
o
碧
①
二
〇
ω

　
　
　
　
主
観
と
自
発
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
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一
一
ニ

　
ロ
。
ロ
ぴ
。
陰
仲
鋤
5
0
①
o
o
q
ゆ
一
ヨ
O
一
①
ロ
。
砂
一
①
ω
く
一
〇
し
。
》
一
〇
〇
〇
帥
ヨ
①
ロ
謄
．
一
①
ロ
励
国
ロ
◎
唱
門
搾
ω
ω
O
昌
け
．
山
㊦
の
¢
コ
謬
仙
幹
（
O
・
＜
同
㎝
㊤
◎
o
）
o

　
　
　
㈹
「
主
観
」
（
。
。
ε
。
∬
。
。
昏
」
Φ
。
ε
昼
o
o
葺
ε
①
ぎ
）
と
い
う
術
語
の
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
身
に
よ
る
使
用
例
　
　
§
●
鰹
。
。
（
O
．
く
H
①
H
α
9
）
∵
・
・
…

　
国
什
O
博
O
o
α
け
O
①
ρ
口
沖
H
①
O
O
湿
餌
呼
　
O
①
O
q
一
侮
O
β
o
盾
　
一
〇
〇
〇
　
鼠
O
旨
O
餌
O
亀
o
O
目
①
仙
①
ψ
m
節
高
一
Φ
o
o
環
一
①
け
O
⊆
一
二
切
ゆ
◎
o
①
．
一
9
閃
飢
O
ρ
犀
①
O
O
H
O
①
唱
銘
く
①
　
O
梓
一
潜
　
男
卯
O
信
洋
邸

　
》
灼
℃
①
け
一
け
一
く
Φ
．
：
：
：
■

　
　
　
伺
「
。
。
昏
冨
。
ε
ヨ
」
と
い
う
概
念
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
で
は
、
中
世
に
お
け
る
如
き
「
基
体
」
の
意
味
で
は
も
は
や
な
く
、
〈
思
惟
す
る
精
神
〉
、
〈
意

　
識
の
働
き
の
主
体
〉
と
い
っ
た
意
味
に
既
に
変
わ
っ
て
い
る
。

　　

@
〈
σ
q
囲
。
富
国
ロ
。
冨
p
O
題
ら
ミ
q
ミ
恥
　
§
、
特
ミ
N
象
。
特
ミ
隔
き
§
↓
ミ
、
ミ
隷
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馬
》
ビ
ω
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α
q
曽
H
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刈
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＼
客
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o
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己
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路
傷
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①
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ω
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N
σ
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．
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郡
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ヨ
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防
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防
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恥
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ポ
砺
縣
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黛
隷
鳳
巽
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Ψ
両
H
①
随
ぴ
β
同
σ
q
＼
竃
自
芦
O
げ
O
口
．
H
ゆ
①
①
噸
一
W
仙
．
　
H
剛
》
ω
．
G
◎
亟
回
●

⑨
　
　
く
σ
Q
r
　
瓢
①
一
日
ω
O
①
け
び
．
O
唱
●
O
津
こ
ω
曾
卜
3
0
◎
H
l
卜
o
c
o
鱒
．

　
　
　
　
　
　
　
菊
O
ヨ
ぴ
P
O
ゲ
曽
O
℃
陰
〇
一
什
こ
　
］
W
匹
。
目
固
　
ω
・
ω
画
轡

⑬
　
　
一
∪
Φ
ω
O
⇔
壇
件
O
o
o
曽
さ
ミ
鳳
“
畿
O
謡
馬
笥
魯
魅
試
ミ
黛
特
潮
概
O
恥
O
辱
ひ
馬
貸
u
爲
’

⑪
　
　
鵠
①
一
ヨ
。
ロ
O
Φ
梓
ゲ
ψ
O
O
■
O
客
二
　
ω
’
b
o
o
o
ら
◎
’

⑫
〈
「
①
邑
ω
8
お
」
と
は
「
P
σ
q
Φ
器
」
に
他
な
ら
な
い
〉
↓
O
・
≦
●
ピ
①
岸
三
N
嘘
↓
§
馬
題
§
駄
ミ
跨
　
　
傷
”
輔
導
。
・
♂
。
。
ヨ
碧
ロ
ω
臼
団
房
侮
①
一
節
b
d
崖
δ
夢
曾
昌
①

　
℃
「
O
く
㎞
跡
O
一
恥
一
〇
傷
Φ
鎖
m
昌
Q
く
擁
◎
　
℃
口
ぴ
剛
一
伽
の
①
西
盛
コ
昌
O
什
伽
。
◎
唱
三
二
｛
り
笛
も
q
一
〇
旨
○
醜
償
帥
》
勺
・
〔
M
●
一
己
　
℃
⇔
『
謎
》
H
り
A
G
O
u
℃
．
窃
O
G
◎
　
（
臼
O
ヨ
O
　
H
圃
）

㈱
　
「
唱
①
岩
。
℃
菖
o
p
」
、
「
ρ
。
署
詫
鼠
。
ロ
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
㍗
§
．
溜
（
O
．
く
H
α
り
。
◎
）
．
§
口
受
幽
．
轡
α
（
O
．
く
H
①
O
o
。
1
①
O
り
）

⑭
　
　
く
σ
q
一
噸
竃
■
缶
O
圃
鳥
①
㈹
σ
Q
O
誤
ミ
恥
W
≧
ぞ
恥
ら
｝
♪
7
「
O
o
噂
犀
①
＼
℃
h
嘗
＝
一
目
α
q
O
旨
b
切
匹
．
H
H
噂
ω
．
駆
心
一

⑮
「
知
覚
」
（
娼
。
岩
。
讐
一
〇
昌
）
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
他
者
へ
の
「
関
係
」
（
量
も
℃
o
詳
）
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
、
と
も
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
言
っ
て
い

　
る
。
－
－
↓
O
．
目
H
α
謡
1
0
瞬
”
》
5
し
d
O
煽
H
鷺
ρ
∪
①
N
’
嵩
μ
直

［
第
一
章
］
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ω
　
㈹
『
改
善
』
原
文
で
は
、
「
内
量
貼
ご
で
は
な
く
、
「
囲
冨
『
ε
と
記
さ
れ
て
い
る
。
（
O
●
篤
く
戯
＄
）
。

　
　
㈲
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
力
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
ナ
イ
ヶ
ソ
が
興
味
深
い
記
述
を
し
て
い
る
。
麟
虞
。
犀
o
P
o
唱
・
o
罫
”
ω
・
同
ω
心
．

　
　
㈲
ハ
イ
ム
ゼ
ー
ト
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
解
釈
の
中
核
を
成
し
て
い
る
の
は
「
囚
鴇
臥
こ
の
概
念
で
あ
る
。
類
臥
ヨ
ω
o
①
昏
”
o
や
。
卿
f
ω
。
。
。
O
N

②
　
b
Q
篭
，
臨
ミ
§
幕
切
三
章
ミ
蕊
Q
ミ
§
職
犠
職
§
3
ミ
§
・
§
翫
ミ
幅
恥
養
腎
設
§
職
§
（
（
甲
・
　
H
＜
　
A
①
o
Q
一
心
刈
O
）
　
　
一
六
九
四
年
三
月
『
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
学

　
報
』
（
郎
ら
ミ
肉
ミ
ミ
智
、
§
謡
塗
骨
恥
凡
§
恥
ミ
ミ
）
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。
く
σ
q
げ
い
。
げ
窪
暮
仙
≦
⑦
芽
く
o
p
O
’
≦
．
い
Φ
ぴ
艮
N
　
蛍
器

　
O
『
同
O
ゆ
一
犀
矯
げ
O
節
目
び
O
膣
O
e
く
O
員
H
（
員
村
什
ン
画
的
鵠
Φ
村
ロ
欝
畠
∩
即
ω
O
一
画
H
ハ
弓
α
昌
O
円
営
団
H
餌
郷
犀
m
栄
冠
け
＼
冨
＝
目
⑩
①
O
》
ω
’
μ
ト
つ
刈
．

的
　
　
（
甲
．
H
く
　
心
①
⑩
信
．

（＠
0
　
国
げ
①
ロ
露
節
．

⑤
　
ハ
イ
ム
ゼ
ー
ト
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
解
釈
は
、
こ
の
「
力
」
概
念
の
進
歩
、
発
展
を
見
過
ご
し
て
い
る
よ
う
に
、
私
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
く
ゆ
q
ド

　
鵠
O
一
ヨ
ω
O
①
け
7
ゆ
O
℃
・
O
寓
．

⑥
く
σ
q
　
守
眠
け
9
ω
ω
富
び
ト
恥
馬
餅
ミ
盈
”
を
§
ミ
　
§
巡
隷
§
罎
駐
§
防
罫
ミ
ミ
き
§
Q
、
§
ミ
ミ
詳
ζ
㌶
ぴ
霞
α
Q
．
お
O
N
ω
．
鵯
♪
。
。
“
Φ

⑦
　
　
『
実
体
の
本
性
及
び
交
通
に
つ
い
て
、
並
び
に
精
神
と
物
体
の
間
の
結
合
に
つ
い
て
の
新
説
』
（
砂
防
匙
ミ
Q
、
§
ミ
鳴
§
“
藁
箒
§
ミ
鳶
ミ
§
旨

　
も
O
ミ
姻
ミ
ミ
嵩
勘
自
職
O
篭
工
論
ミ
偽
妹
黛
裁
へ
恥
♂
良
黛
笥
鴇
贈
紬
嵩
Q
ミ
恥
§
N
い
男
望
ご
嵩
喝
黛
》
＆
隻
蟄
馬
醤
警
馬
N
り
昏
ミ
罵
ミ
貯
ら
O
愚
笥
）
（
Φ
．
H
＜
心
刈
“
一
口
o
o
鴫
）

　
一
六
九
五
年
六
月
二
十
七
日
、
き
黛
§
ミ
辞
防
偽
禽
§
ミ
賜
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
。
＜
σ
q
ゲ
9
、
§
隷
’
訂
ω
σ
q
●
く
・
鼠
皇
。
『
亭
函
触
α
器
罫
（
8
・
9
ρ
）
。

　
ω
・
μ
ω
ω
■

⑧
　
『
理
性
に
基
づ
け
ら
れ
た
、
自
然
と
恩
寵
に
つ
い
て
の
諸
原
理
』
（
‡
，
§
ら
尽
禽
譜
貯
隷
ミ
§
軸
ミ
魯
N
貸
鴫
曹
♪
誉
謎
概
魯
§
ミ
鋳
§
）
（
ρ

　
く
H
α
り
。
。
－
①
O
①
）
。
こ
の
小
篇
は
一
七
一
四
年
六
月
号
七
月
に
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
公
（
即
ぎ
8
国
ロ
σ
q
窪
Φ
臣
。
ω
9
。
く
。
一
。
）
（
、
、
℃
ユ
器
国
億
σ
Q
o
昌
山
雪
　
①
巳
①

　
囚
p
〈
⇔
財
憩
”
、
）
の
た
め
に
書
か
れ
た
。
＜
σ
q
ピ
Ω
霜
。
壽
隷
’
び
諺
σ
q
．
く
●
竃
¢
一
δ
「
鐸
昌
昌
α
旨
禽
ρ
（
o
唱
．
o
搾
・
ソ
ω
・
漣
9

⑨
　
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
『
新
説
』
の
弁
明
書
と
し
て
書
か
れ
た
多
多
ミ
§
曹
§
国
§
縣
§
防
蹴
§
昏
ミ
隷
偽
餐
恥
さ
謹
紺
袋
、
防
熱
貯
ぬ
壁
。
§
転
回

　
§
誠
鳶
超
円
匙
ミ
恥
詰
§
ミ
馬
§
§
N
、
ミ
ミ
§
譜
馬
・
翫
ミ
馬
ミ
早
馬
へ
。
§
（
O
』
く
＄
下
α
漣
）
の
中
で
、
「
8
二
〇
器
ぎ
8
ヨ
Φ
ω
o
け
。
・
唱
。
郎
寅
幕
。
ω
」
と

　
い
う
言
い
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（
こ
の
場
合
「
9
」
は
畠
ω
ゲ
三
聖
の
意
味
で
あ
ろ
う
）
（
O
●
H
＜
α
ミ
）
。

　
　
　
　
主
観
と
自
発
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
二
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四

⑬
く
α
q
ド
ミ
魯
ミ
浄
ξ
ミ
§
ゲ
屋
σ
q
．
〈
■
国
。
『
β
魯
3
ω
．
駐
p
》
円
舞
・
卜
。
》
ω
●

　
　
　
＜
σ
Q
「
聖
§
蝉
題
き
嵩
ミ
§
鷺
軸
》
①
侮
も
錠
即
。
げ
冨
ρ
。
7
魯
’
”
ワ
鐸

⑪
く
σ
Q
ピ
O
専
ミ
N
隷
●
（
ε
．
9
ご
噛
ω
．
お
ω
．

　
　
　
＜
σ
Q
一
．
∩
「
ぐ
『
●
門
①
一
げ
昂
一
N
い
　
｝
卜
臨
画
Q
、
垂
尾
、
勘
昏
隷
馬
　
出
潮
、
ミ
恥
醤
》
　
ず
吋
㎝
α
q
・
＜
●
O
■
同
・
　
∩
甲
①
ユ
ロ
四
圏
桟
戸
一
W
①
ユ
一
髪
’
H
O
◎
A
Φ
》
宕
⇔
O
び
山
脱
雌
O
一
戸
…
　
○
一
ヨ
ω
＼
頃
一
一
傷
①
q
謄
げ
O
一
ヨ
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
卜
◎

　
　
H
O
圃
ド
　
じ
d
傷
■
一
炉
ω
●
卜
⊃
り
α
　
（
ピ
①
陣
げ
昌
冒
　
ロ
瞬
　
侮
①
　
一
．
匿
O
o
自
℃
搾
餌
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
留
日
簿
嵩
霧
）
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉢
∂
N

⑫
＜
σ
q
ド
9
℃
，
§
隷
．
（
8
．
葺
．
ソ
ω
．
お
ω
山
ω
朝
．

　
　
　
く
σ
q
ド
］
U
①
間
ぴ
郎
岡
N
》
§
縣
｝
ミ
趨
職
馬
跨
ら
詠
偽
浄
｝
℃
・
ミ
四
月
（
o
㍗
2
r
）
一
W
鳥
■
一
遍
ω
・
鱒
⑩
c
◎
一
門
㊤
り
（
い
O
一
げ
β
帥
N
m
ゆ
　
侮
O
　
削
り
困
由
O
ω
℃
一
け
卿
一
り
鵠
朔
望
謬
O
〈
①
「
》
ω
O
G
D
O
喝
。
H
①
0
0
）

⑬
　
「
h
o
洋
装
箕
冒
蕊
く
①
。
・
」
と
、
複
数
形
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
。
こ
の
こ
と
は
、
個
々
の
精
神
、
主
観
が
即
ち
「
原
始
的
力
」
そ
の
も
の
に

　
他
な
ら
ぬ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
、
と
見
て
よ
い
。

嬢φ

ャ
ﾐ
Q
憎
ρ
≦
い
臨
ぎ
昼
憲
ミ
恥
§
，
ミ
§
及
ミ
ト
薦
隷
§
翫
§
馬
愚
ξ
鴇
浮
石
σ
・
霧
§
暮
自
ゲ
。
多
望
。
・
σ
Q
。
σ
q
。
げ
窪
く
百
日
臼
ぴ
窪
田
艮
昌
α
q
．

　
閃
①
。
『
ヨ
》
器
σ
q
筈
①
・
ω
ε
菖
σ
q
舞
け
」
8
ρ
し
。
』
9
諺
跡
ヨ
．
タ

鱒
㈲
ま
た
、
同
じ
『
新
説
』
第
三
段
落
の
中
の
箇
所
に
お
い
て
、
一
旦
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
も
の
に
（
註
・
第
一
章
⑦
を
参
照
）
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
自

　
分
で
次
の
如
き
改
訂
を
加
え
て
い
る
こ
と
も
、
「
力
」
概
念
の
こ
の
深
化
、
徹
底
化
の
事
実
を
証
拠
付
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
『
新
説
』
　
（
鯵
≧
）
第
三
段
落
中
の
改
訂
。

　
　
一
旦
㍉
o
ミ
§
馬
魯
隔
偽
禽
§
ミ
恥
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
形
（
一
六
九
五
年
）

　
〔
り
目
一
p
Ω
　
舅
昌
洋
冨
口
畠
Φ
　
P
①
　
切
O
貫
く
Q
口
げ
　
帥
く
O
冒
　
ω
9
　
畳
①
p
畠
部
け
①
ρ
郎
①
　
餌
¢
o
o
　
繁
務
8
。
琳
鳳
防
　
建
鳳
、
蹄
＆
い
』
翁
　
ρ
信
同
　
く
回
¢
⇔
郎
O
嵩
け
傷
》
P
同
鵠
¢
“
同
ω
O
け
ロ
o
O
P
θ
　
θ
O
口
回
　
P
誰
け
同
①

畠
。
。
・
Φ
虐
・
諒
。
。
葺
。
。
餌
8
二
3
。
・
肯
8
蕊
貯
暮
盤
。
冨
8
薮
甕
器
。
。
℃
鍵
8
謬
婁
お
8
讐
琶
の
食
傷
8
。
琶
葺
ぎ
暑
臼
§
§
勘
傍

　
「
駄
Q
N
N
、
恥
v
一
の
　
【
蘇
q
o
　
O
O
影
酔
肖
帥
一
コ
け
傷
①
　
『
Φ
O
O
但
月
齢
　
〈
》
　
に
箒
　
⇔
β
O
日
Φ
　
閉
O
自
己
⑦
r
　
ロ
億
一
ω
ρ
口
回
ロ
コ
①
ひ
7
け
域
Φ
ヨ
p
ユ
け
①
ユ
Φ
一
昌
①
　
ω
鴫
獅
‘
醜
O
搾
　
⑦
o
o
け
H
⑳
O
ロ
　
舅
①
誉
①
　
け
O
§
娼
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
一
｝
「
ヌ
≡
ρ
葺
≡
「
…
…
’
，
3
一
量
p
ξ
三
三
一
「
｝
2
，
i
一
「
E
，
…

　
ヨ
雲
窪
巴
①
R
冨
薮
冨
ヨ
Φ
一
諄
ぎ
傷
三
。
・
邑
ρ
8
匹
。
幕
仙
、
§
。
く
ひ
昏
帥
三
Φ
§
ま
冒
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
軍
　
昌
　
「
　
‘
　
，
　
「
　
π
　
P
　
「
　
r
　
，
　
「
　
「
　
3
　
「
　
，
　
，
　
「
　
，
　
，
　
，
　
．
　
，
　
．
　
．
　
，
　
．
　
，
　
，
　
，
　
■
　
　
，
　
“
　
．
　
．
　
．
　
，
　
　
，
　
．
　
」
　
　
．
　
，
　
　
．
　
，
　
　
．
　
．
　
　
「
　
「
　
　
「
　
P
　
「
　
　
「
　
「
　
「
　
　
．
　
P
　
　
「
　
「
　
卜
　
　
．
　
「
　
　
P
　
P
　
「
　
　
P
　
「
　
「
　
卜
　
　
「
　
．
　
P
　
「
　
脚
　
酢
　
「
　
「
　
3
　
「
　
｝
　
酢
　
「
　
「
　
l
　
I
　
吟
　
一
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
　
’
　
，
　
幽
　
■
　
軍
　
，
　
5
　
…
　
…
　
，
　
i

　
〈
1
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
〉
の
部
分
が
後
に
書
き
直
さ
れ
る
。
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し
か
し
こ
れ
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
自
ら
左
の
如
く
、
補
筆
、
改
訂
を
行
っ
た
。

（
ρ
H
＜
ミ
Q
。
）
〇
二
餌
日
二
三
窪
餌
Φ
器
℃
。
薯
碧
多
く
。
マ
器
笛
⇔
一
ま
虐
㊦

8
三
雲
量
¢
9
。
器
ρ
器
奮
噂
9
三
。
。
〔
葭
笛
ま
巳
9
。
仲
呂
器
ψ
ρ
計
器
。
。
。
纂

傷
。
ω
§
ミ
砺
ミ
ミ
S
§
ρ
信
一
乱
。
暮
。
暮
山
、
。
三
。
葺
ω
。
3
0
巨

ρ
器
傷
①
ω
。
×
幕
曇
日
。
。
島
2
．
偉
①
巳
郎
。
け
匹
①
。
・
ヨ
。
島
ゆ
。
巴
。
巖
〕
幹

匙
O
づ
け
　
一
一
　
①
ω
け
　
O
O
鐸
切
魯
P
誉
♂

8
三
野
暮
号
器
。
窪
腎
く

盤
。
】
盤
。
畠
。
。
。
Φ
に
①
8
h
旨
①

ρ
器
δ
ら
§
§
ミ
§
嵩
ω
3
霞
。
犀
Φ
の
幕
8
ヨ
℃
。
ω
σ
．
】
）
。
ぎ
唱
。
償
円
g
三
舞
8
。
・
§
ミ
コ
、
ミ
駐
乙
①
白

妙
き
噂
蔑
ミ
ミ
ミ
ミ
§
§
駄
℃
。
母
。
。
冒
。
。
同
房
同
ρ
。
信
砂
壽
》
8
旨
①
傷
・
。
。
暮
ω
鼠
ま
Φ
租
剛
餌
。
客
・
昌
く
9
8
日
目

雲
侮
．
山
。
鼻
℃
。
欝
h
蹄
Φ
§
国
。
。
奮
8
ヨ
や
§
・
〉
重

　
　
　
層
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
↑
こ
の
副
文
が
新
た
に
挿
入
さ
れ
た
。

　
　
　
雲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V
こ
の
部
分
が
こ
こ
で
書
き
直
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
。

　
　
　
＜
σ
q
ド
ρ
H
＜
ミ
。
。
P
》
口
箏
．

　
　
　
く
σ
q
ピ
器
§
馬
浄
ξ
ミ
§
“
ぼ
。
。
α
q
6
〈
●
寓
。
ぼ
（
o
唱
・
9
r
）
”
ω
』
O
心
．

　
　
　
㈲
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
力
」
概
念
が
形
而
上
学
的
概
念
で
あ
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
興
味
あ
る
叙
述
を
し
て
い
る
。
寓
⑦
凱
¢
σ
q
σ
Q
舞

　
O
唱
・
O
潔
・
讐
】
W
島
．
H
H
u
ω
齢
越
恥
H
．

⑯
　
㈲
『
新
説
』
第
十
四
段
落
の
中
で
、
コ
、
一
二
①
o
露
ρ
信
Φ
5
q
o
窪
俘
Φ
〈
脅
一
母
窪
Φ
。
。
ロ
σ
。
・
雷
雲
①
」
（
○
曾
H
＜
心
o
o
幽
）
と
い
う
言
い
方
が
さ
れ
て
い
る
の

　
も
こ
の
こ
と
に
関
連
す
る
。

　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
㈲
肉
ら
N
ミ
、
鼠
駅
馬
ミ
§
野
の
中
で
は
、
「
o
o
＃
Φ
〈
①
冨
戸
。
二
月
9
黛
。
㊦
け
8
鋤
ヨ
⑦
o
賃
8
村
払
Φ
ヨ
①
ヨ
①
」
（
O
・
H
＜
中
心
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
㈲
＜
σ
q
一
。
O
m
o
o
の
一
門
Φ
ひ
O
唱
．
O
需
己
ω
■
ω
刈
餅

⑰
こ
こ
で
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
「
精
神
」
（
一
、
勲
章
①
）
を
「
実
在
的
統
一
」
（
¢
艮
審
冨
亀
Φ
＼
黛
Φ
≦
一
目
巴
ざ
ゲ
①
国
ヨ
ゲ
。
津
）
と
言
い
換
え
て
い
る
（
O
◎

　
H
＜
．
ミ
。
。
）
。
こ
の
は
①
一
（
δ
）
と
い
う
語
は
ド
イ
ツ
語
で
言
え
ば
「
≦
巨
象
畠
」
に
あ
た
る
。
「
警
守
一
一
鼻
」
に
は
し
か
し
、
ω
〈
現
実
的
な
〉
（
富
？

　
。
・
ぎ
窪
一
。
7
〈
o
窪
窪
q
寒
冒
畠
巽
口
添
）
と
い
う
現
代
用
い
ら
れ
て
い
る
如
き
意
味
に
先
立
ち
、
元
々
②
〈
活
動
的
な
〉
（
＆
島
σ
q
》
≦
巳
（
臣
夢

　
三
時
窪
q
）
と
い
う
語
義
が
存
す
る
。
（
な
お
、
現
代
用
い
ら
れ
て
い
る
意
味
が
出
て
来
た
の
は
、
十
五
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
）
。

　
今
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
い
て
は
、
正
に
こ
の
原
義
の
如
く
、
≦
騨
答
畠
は
鼠
降
魯
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
働
く
者
V
が
実
在

　　

@　

@
主
観
と
自
発
性
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六

　
せ
る
者
で
あ
る
。
「
作
用
せ
ぬ
の
は
、
存
在
せ
ぬ
に
等
し
い
赫
」
と
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
強
調
し
て
い
る
。
（
詳
①
ぴ
巳
N
。
S
§
w
題
§
駄
ミ
鳳
桑
蚕
同
O
醤
卑

　
（
O
唱
●
o
冨
．
y
℃
●
α
G
o
刈
（
↓
O
ヨ
O
固
H
）
”
「
累
ざ
プ
け
。
・
け
¢
昌
♂
e
ω
o
≦
包
ρ
o
一
。
。
巳
。
ザ
富
ω
①
団
昌
」
〉

　
　
＜
σ
q
ピ
切
①
H
鼠
¢
卸
い
O
℃
o
ぎ
仲
ρ
b
蹄
職
O
詮
隷
貸
㌣
野
鼠
黛
旨
精
轟
鋳
1
》
N
N
ミ
㌧
§
醤
鉢
ゆ
琶
β
侮
ω
け
O
詳
O
『
＼
出
帥
。
ロ
①
偉
ρ
≦
…
①
。
。
ぴ
鋤
山
⑦
旨
＼
勺
仁
ゆ
ユ
ω
博
μ
O
①
①
」
U
環
画
Φ
P
N
）
烏
偽

　
奪
袋
蔦
h
竃
軌
註
馬
、
竪
袋
ら
詠
き
塊
駄
Q
ミ
帖
亀
》
ミ
N
魯
蓉
ら
潮
♪
竃
o
p
5
ザ
O
陣
］
B
》
H
り
①
ω
．

⑱
　
く
σ
q
ド
q
自
己
。
8
言
u
卜
“
聴
隷
O
嵩
腎
叙
馬
袋
妹
題
ひ
ミ
科
魯
ミ
ら
詠
Q
；
　
　
O
蔭
伍
①
跡
u
b
§
鴫
。
届
馬
玄
＼
軌
ユ
ミ
昏
愚
ミ
潮
栽
偽
、
概
免
ミ
物
昏
勘
免
嵩
鞍
、
織
ら
ひ
⑨
①
b
d
匙
㊦
こ

　
U
鋤
ロ
σ
q
①
昌
ω
o
ゲ
Φ
匡
貸
9
穿
謡
匙
§
儀
達
Q
忍
無
ら
款
卜
“
帖
恥
§
鋳
ら
款
・
b
偽
黒
跨
ら
勘

㈲
　
㈹
「
ω
℃
o
昌
壁
コ
。
賃
ヨ
解
け
。
巳
自
。
。
螢
σ
q
Φ
弓
馬
一
勺
巴
ぎ
。
昼
冒
8
冒
聾
σ
q
Φ
馨
。
Φ
。
。
碑
”
…
…
：
」
○
「
〈
タ
い
①
ま
鉱
N
》
○
、
ミ
題
ミ
跨
ミ
》
匙
讐
着
§
謎
§
駄
ミ
、
ひ

　
⑦
寓
霞
鉱
言
出
Φ
ω
ヨ
鋤
β
離
。
。
o
ユ
酵
ω
侮
①
ご
し
d
ぴ
缶
。
捗
ゲ
α
ρ
償
①
畳
。
団
Q
同
Φ
匹
Φ
鵠
p
づ
O
＜
㎏
P
質
口
吸
ぴ
。
巳
◎
。
O
O
郎
け
償
冨
f
℃
o
ユ
。
ロ
u
一
㊤
O
Q
o
＼
署
m
o
『
傷
口
q
o
評
”
○
門
田
ω
ゆ

　
禦
匡
。
。
。
冨
ぎ
H
8
9
喝
●
卜
⊃
α
．
（
ま
た
、
摯
劇
謎
に
も
匹
。
ゆ
巳
二
〇
が
あ
る
）
。

　
　
㈲
な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
そ
の
『
自
然
学
』
の
中
で
「
動
か
す
者
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
与
え
て
い
る
規
定
が
興
味

　
深
い
。
〉
誉
8
け
9
①
ω
帰
ミ
◎
鴇
§
ψ
巴
・
9
幻
。
ω
伊
○
謀
o
a
H
り
ω
O
＼
μ
ミ
ρ
ヒ
d
o
o
犀
H
H
甲
N
（
卜
⊃
O
も
⊃
餌
）

㈹
　
＠
く
α
q
『
O
齢
目
く
戯
α
c
◎
（
b
．
ミ
冒
伽
ω
ω
）
。

　
　
⑥
「
ω
娼
o
p
3
器
姦
こ
と
い
う
概
念
は
、
　
弔
う
ま
で
も
な
く
、
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
も
非
常
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て

　
い
る
。
即
ち
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
、
対
象
認
識
を
成
立
さ
せ
る
結
合
、
統
一
と
い
う
作
用
を
行
う
の
は
、
純
粋
悟
性
で
あ
る
。
こ
の
純
粋
悟
性
は

　
「
ω
娼
。
緊
窪
田
け
簿
」
と
性
格
付
け
ら
れ
、
「
ヵ
。
N
o
冥
三
＆
こ
た
る
感
性
（
直
観
）
と
鋭
く
対
置
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
凶
睾
r
奪
『
”
ω
趨
●

㈱
く
σ
q
ピ
O
．
H
＜
㎝
H
o
。
（
駄
9
ミ
§
帖
跨
ミ
嵩
§
こ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

⑳
　
＜
σ
q
ピ
O
●
H
＜
α
b
⊃
b
σ
（
吋
ら
N
a
焼
、
ら
帖
隔
恥
恥
、
㌧
胆
恥
秘
N
妹
．
）
’

㈱
胃
　
㈱
〈
㈹
ピ
O
・
〈
日
⑦
（
き
袋
建
貼
犠
袋
＆
恥
隔
防
額
画
賄
隔
袋
、
　
㌧
Q
醤
聾
Q
嵩
§
ヒ
N
馬
嵩
馬
　
款
袋
町
嵩
貸
帆
醤
）
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ナ
ド

　
　
㈲
注
鼠
す
べ
き
こ
と
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
原
則
的
に
、
実
体
匪
精
神
に
は
「
四
9
δ
昌
」
、
物
体
に
は
「
ヨ
。
ロ
く
①
ヨ
。
馨
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ

　
ぞ
れ
異
な
る
術
語
を
あ
て
て
い
る
。
○
．
〈
蒔
9

鋤
　
匹
。
ゲ
鵯
偶
燐
寸
ぴ
。
嘗
N
・
b
龍
卜
罫
隷
§
ミ
q
捻
口
紐
～
も
牒
§
凡
ミ
魯
無
恥
ミ
§
卜
無
い
ミ
き
口
麟
圏
す
お
0
9
ω
．
心
①
［
3
ヘ
ル
ベ
ル
ツ
は
、
ラ
イ
プ
ニ



　
ッ
ツ
の
こ
の
く
ω
＆
ロ
岳
σ
q
。
》
犀
二
く
譲
◇
と
い
う
考
え
方
が
、
デ
カ
ル
ト
の
実
体
規
定
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
見
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ス

㈲
　
ト
マ
ス
で
は
、
真
理
（
〈
①
ユ
8
ω
）
と
は
く
知
性
、
知
性
の
形
成
す
る
判
断
（
置
岳
。
冨
ヨ
）
と
物
の
ア
デ
ク
ワ
！
チ
オ
〉
で
あ
る
、
と
定
義
さ
れ
る

　
（
巴
器
ρ
溶
け
δ
葺
亀
①
。
ε
ω
・
け
鼠
）
。
即
ち
、
（
外
界
に
存
す
る
）
物
の
持
つ
8
H
巳
ρ
。
（
形
相
）
と
、
こ
れ
を
認
識
す
る
知
性
の
内
に
あ
る
δ
同
旨
m

　
〈
知
性
的
形
象
（
馨
。
9
①
ω
ぎ
け
①
讐
σ
q
一
げ
二
一
。
。
）
〉
と
の
問
に
対
応
（
8
羅
①
紹
o
a
o
㌶
冨
）
が
成
立
す
る
こ
と
が
真
理
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
知
性
と
物
の

　
p
。
島
器
ρ
慈
二
P
8
目
①
呂
9
μ
①
9
一
餌
は
、
｛
臼
ヨ
ρ
。
と
8
巴
導
p
。
の
コ
致
」
（
8
三
〇
H
ヨ
冨
ω
〈
8
旨
＋
｛
g
匿
餌
）
と
も
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

　
　
　
　
コ
ソ
フ
ホ
ル
ミ
タ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ス

　
こ
の
「
一
　
致
」
と
い
う
概
念
は
、
元
来
、
圏
発
（
判
断
）
と
知
性
に
よ
っ
て
認
識
さ
る
べ
き
物
と
の
一
致
と
し
て
考
え
ら
れ
て
来
た
、
と
言
え
る

　
の
で
は
な
い
か
。
く
σ
q
r
↓
ず
。
ヨ
窃
諺
ρ
蕊
9
。
・
’
b
恥
く
Q
、
蹄
ミ
♪
ρ
．
押
P
囲
．

　
　
こ
こ
で
「
客
観
」
、
「
対
象
」
と
言
う
の
は
、
〈
表
象
さ
れ
た
物
〉
（
畠
。
。
＜
o
雲
霧
け
。
鵜
。
）
、
〈
想
念
的
、
観
念
的
な
る
物
V
の
意
味
で
は
な
く
、
あ
く

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
ま
で
も
く
物
自
体
〉
で
あ
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
モ
ナ
ド
主
観
は
悟
性
的
直
観
に
よ
っ
て
〈
物
自
体
〉
の
認
識
を
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
「
冨
薯
。
ぽ
」
と
い
う
概
念
は
、
既
に
『
形
而
上
学
叙
説
』
で
も
出
て
い
る
（
Ω
●
囲
く
＆
Q
。
）
。

⑳
　
O
器
。
。
犀
⑦
斜
。
℃
鼠
£
囚
巷
◎
メ

⑳
　
＜
σ
q
囲
．
ρ
H
＜
鐙
G
。
（
偽
ら
N
籍
賊
§
凡
砺
晦
Q
ミ
馬
嵩
馬
．
）
－
こ
の
箇
所
も
「
轟
署
。
＃
」
概
念
と
コ
。
ご
概
念
の
連
関
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
く
σ
Q
一
陰
ρ
H
〈
．
総
O
（
吋
ら
N
亀
帖
、
ら
馬
矯
砺
偽
ミ
Q
嵩
外
）
．

㈹
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
、
コ
、
①
×
8
鉱
ε
似
①
は
σ
q
頴
Φ
餌
①
。
。
。
訂
コ
α
Q
①
ヨ
Φ
巨
。
。
」
「
即
σ
q
貯
§
ま
§
0
8
㊦
曇
」
と
い
う
概
念
は
、
ま
た
心
身
対
恋
の
問
題

　
と
も
か
ら
ん
で
、
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
〈
ぴ
q
ピ
O
」
＜
9
ド
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章
］

〔
W
　
＜
α
q
ピ
国
①
凱
①
σ
q
σ
q
①
さ
。
喝
・
o
随
ゴ
切
畠
・
H
剛
”
ω
・
お
刈
．

②
　
『
原
理
』
の
所
謂
A
写
本
（
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
手
に
よ
る
最
初
の
写
し
。
彼
密
ら
に
よ
っ
て
改
訂
と
補
筆
が
な
さ
れ
て
い
る
）
に
は
次
の
よ
う
に
記

　
さ
れ
て
い
る
。
器
ω
異
容
8
自
。
口
ω
（
o
．
Φ
。
・
け
岱
－
象
「
P
§
Q
ミ
ミ
ミ
軸
ミ
恥
§
§
o
儀
魯
ミ
帖
。
ミ
ミ
懸
ミ
，
獄
塗
ミ
蕊
簿
8
禽
§
鷺
、
ミ
恥
嶋
ミ
穂
旨
§
慧

　
§
誠
N
．
袋
ミ
隷
。
袋
ミ
§
亀
昏
）
1
こ
れ
は
し
か
し
後
の
B
写
本
で
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
ら
に
よ
っ
て
再
び
削
除
さ
れ
た
。

　
　
　
主
観
と
自
発
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
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一
一
八

　
く
σ
q
ピ
U
①
ま
艮
N
》
器
§
ミ
恥
き
慧
§
．
『
冨
α
q
願
く
・
頃
。
亙
（
8
●
o
習
’
y
ω
．
亀
野
》
昌
ヨ
陰
P

　
＜
σ
q
ピ
い
①
ま
三
N
咀
等
馬
ミ
骨
覇
＼
ミ
。
醤
勘
§
N
o
鷺
Q
4
巴
●
℃
錠
切
。
葺
コ
o
r
（
o
㍗
9
ご
》
℃
・
卜
。
c
。
．

③
〈
σ
q
ド
出
①
箆
Φ
ぴ
q
ぴ
q
①
ジ
8
。
9
『
”
ゆ
P
鍔
ω
誌
。
。
①
融
＝

ω
　
〈
α
q
剛
の
N
．
し
d
．
さ
・
惚
9

⑤
　
〈
σ
q
り
鵠
⑦
践
①
σ
Q
σ
q
o
斜
さ
W
珍
書
鴇
晦
ら
書
出
博
誉
蔦
寒
尋
N
§
§
擁
卜
轟
隷
賊
ミ
毎
農
馨
篭
隣
感
。
濤
い
鳴
蓼
ミ
評
（
㌶
費
ぴ
蟄
σ
Q
o
賢
く
。
ユ
。
ω
¢
嵩
α
Q
ω
Q
o

　
ド
8
c
。
y
ザ
謎
σ
q
齢
く
．
囚
鼠
臣
頃
Φ
囲
F
O
⑦
器
日
討
器
α
q
仁
。
σ
①
b
u
穿
b
σ
①
．
団
鎚
訂
藁
囲
答
＼
鼠
●
》
ド
ミ
G
。
”
ω
．
O
ρ

⑥
　
こ
こ
で
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
言
①
づ
器
。
」
な
る
術
語
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
後
か
ら
考
え
て
、
「
思
惟
」
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
よ
り
一
般

　
的
な
意
味
で
「
表
象
」
（
く
。
房
琶
ぎ
昌
σ
q
）
と
訳
し
た
方
が
適
切
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑦
＜
σ
q
い
b
・
ミ
．
励
ω
ω
．

⑧
ρ
≦
紹
。
。
”
聖
℃
N
．
鵬
卜
。
．

⑨
　
く
σ
q
ピ
い
虫
び
三
斜
さ
駄
蹄
ミ
ご
嵩
Q
隔
§
ら
。
讐
ミ
。
嵩
♪
建
ミ
欺
匙
鷺
免
馬
馬
§
蹄
（
O
●
　
H
＜
　
蔭
ト
コ
鱒
－
蒔
卜
σ
①
）
。
　
一
六
八
四
年
十
一
月
》
ら
言
肉
悉
嘱
ミ
馬
。
、
ミ
嵩

　
卜
蝉
鴇
§
鴇
袋
ミ
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
。

　
＜
σ
q
ド
国
①
箆
①
α
q
σ
q
o
ひ
O
①
。
・
卯
ヨ
9
に
。
・
σ
Q
g
。
ぴ
Φ
ゆ
畠
．
卜
。
9
ω
．
譲
l
c
。
①
「

⑩
「
5
8
。
陰
。
口
鉱
ヨ
①
壽
野
鼠
誌
①
旨
。
α
」
。
こ
こ
で
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
器
艮
ぎ
。
器
（
器
⇒
戯
臼
①
葺
。
。
）
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
は
唱
。
器
①
噂
・

　
臨
。
コ
と
同
じ
で
あ
る
。
「
内
な
る
知
覚
」
と
は
こ
の
場
合
〈
（
主
観
の
内
に
お
け
る
）
知
覚
さ
れ
た
も
の
〉
（
曾
。
。
勺
臼
N
…
且
臼
8
）
と
解
せ
ら
れ
よ
う
。

⑪
　
こ
こ
で
は
「
o
窪
噂
。
旨
。
冥
6
諺
ぎ
3
導
⑦
ω
」
と
蟹
潟
わ
れ
て
い
る
Q
自
体
的
に
は
先
の
「
誰
。
。
。
。
・
窪
島
ヨ
①
霧
ぎ
＄
吋
冨
¢
同
。
。
」
、
こ
の
「
窟
旨
①
づ
二
〇
づ
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ぎ
富
嵩
①
呂
も
同
じ
事
柄
を
指
す
。
た
だ
し
、
こ
こ
の
場
合
「
嵩
8
。
冥
ご
暴
」
は
特
に
℃
①
養
一
鷺
碧
曾
の
作
用
そ
の
も
の
を
意
味
し
て
い
る
。

⑫
〈
知
覚
さ
れ
た
も
の
〉
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
で
は
、
デ
カ
ル
ト
流
の
〈
模
写
像
〉
（
》
σ
び
ま
）
と
い
う
ふ
う
に
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
＜
σ
q
ド
い
。
ぴ
巳
き

　
○
●
H
＜
心
卜
∂
①
さ
叙
：

㈹
　
＜
σ
Q
r
O
o
。
。
0
9
。
同
8
。
。
”
卜
象
㌧
a
鼠
。
鳩
嵩
駄
恥
馬
、
ミ
ミ
蟻
学
δ
”
誌
．
δ
”
b
o
ω
》
Q
。
γ
ω
曲
　
（
》
●
a
ワ
・
×
H
　
ω
Q
o
心
｛
略
・
）
●

⑭
　
＜
σ
q
野
§
．
曹
P
H
c
。
．
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⑮
「
目
的
因
」
（
o
き
器
め
コ
撃
。
駐
）
概
念
の
再
興
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
初
期
か
ら
の
終
始
「
貫
し
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
く
σ
q
ド
い
民
団
α
q
Q
り
け
蝕
P

　
い
馬
い
註
煙
国
§
匙
砺
喝
§
o
酸
Q
一
重
帖
嵩
b
弓
職
壁
轟
捜
袋
、
鳴
ミ
§
凡
器
ミ
濤
鵯
鷺
逡
ミ
“
詠
鷺
魯
、
卜
無
い
ミ
野
鶏
》
Q
謡
ぎ
畿
。
旨
特
ミ
♪
ゆ
①
「
猷
P
H
c
Q
り
ρ

⑯
　
＜
σ
q
ド
さ
．
鵬
N

　
　
く
σ
q
ド
℃
冨
旨
O
切
償
N
⑳
O
一
能
》
9
ミ
ミ
恥
誌
鴨
轟
陽
越
§
b
蹉
ら
も
多
多
§
ミ
駄
套
避
黛
馬
§
卜
免
辱
醤
澄
u
即
q
・
切
。
り
唱
日
野
。
。
》
H
り
q
メ
㍗
ト
っ
幽
メ

㈹
ミ
斜
留
。
。
「

㈹
§
●
㎜
卜
。
O
・

⑫◎

?
●
㈱
ω
ρ

㈲
　
㈲
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
き
袋
G
§
帖
§
肉
跨
鼠
晒
の
成
立
史
に
つ
い
て
は
、
O
・
〈
ω
∴
O
を
参
照
。

　
　
㈲
ロ
ッ
ク
の
経
験
論
的
立
場
は
、
出
謡
馬
捻
亀
ら
§
ら
ミ
ミ
壽
頓
漸
ミ
§
§
§
曇
、
§
ミ
醤
鴫
の
中
で
も
特
に
じ
口
o
o
犀
唱
（
o
白
竜
窪
ω
ソ
魯
鋤
Ψ
H
』

　
に
お
い
て
鮮
明
に
示
さ
れ
て
い
る
。

⑳
　
＜
σ
Q
r
b
e
ミ
励
卜
⊃
①
噛

⑳
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
自
分
が
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
よ
り
も
）
む
し
ろ
プ
ラ
ト
ン
に
近
い
、
と
言
明
し
て
い
る
。
≧
肉
‘
勺
泳
融
8
り
O
．
＜
．
禽
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

㈱
　
こ
の
「
自
己
展
開
」
と
い
う
こ
と
が
、
命
題
（
ω
①
。
。
曾
℃
）
に
関
し
て
見
ら
れ
る
と
、
こ
れ
は
S
か
ら
P
が
く
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
他
な
ら
ぬ
、
と
う

　
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
考
え
て
い
る
。
〈
ぴ
q
r
聾
⇒
》
ヨ
き
崔
”
〈
o
琶
｝
口
気
μ
①
o
。
①
（
O
・
H
囲
ミ
蹄
）
・
§
・
留
目
⊃
・
b
⊃
ω
・

㈱
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
身
の
用
語
使
用
例
二

　
　
　
さ
●
麟
G
。
①
…

主
観
と
自
発
性

一
一
九
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＝
一
〇

⑳
　
く
o
Q
「
ミ
9
暫
P
G
o
ρ

〔
⑳
○
葵
器
δ
暴
房
ヨ
ロ
ω
へ
の
反
駁
は
、
例
え
ば
『
新
説
』
（
Q
．
H
〈
轟
。
。
。
。
）
に
あ
る
。

⑳
　
く
σ
q
ピ
頃
魚
ヨ
。
奄
。
簿
ダ
。
Ψ
9
r
ω
・
ゆ
ψ
9

⑳
　
従
っ
て
、
各
モ
ナ
ド
は
創
造
主
の
神
に
依
存
す
る
以
外
は
、
何
物
に
も
依
存
し
て
い
な
い
。
『
新
説
』
で
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
神

　
と
精
神
の
ほ
か
に
は
何
も
存
し
な
い
か
の
よ
う
に
、
知
覚
は
精
神
固
有
の
法
則
に
よ
っ
て
成
立
す
る
」
（
O
・
H
＜
幽
。
。
心
）
。

⑳
　
＜
σ
q
ド
き
恥
ミ
§
袋
＆
肉
題
ミ
♂
Q
’
〈
蔭
？
ミ
．

㈱
　
ミ
9
留
H

㈱
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
い
て
、
昌
や
①
H
8
冥
δ
詳
は
台
。
鼻
目
通
段
8
ロ
江
。
蕩
〉
　
の
「
8
ヨ
℃
o
器
」
、
「
窪
σ
Q
ヨ
窪
9
二
〇
巳
と
し
て
、
〈
℃
ω
暮
。
。
・

　
O
臼
8
営
δ
扇
〉
へ
或
る
意
味
で
連
続
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
〈
σ
q
ド
O
●
＜
お
H
・

㈱
　
＜
⑪
q
『
同
。
『
醤
昌
①
。
。
出
。
籍
8
魚
ω
8
ひ
団
N
ミ
ミ
い
黛
“
ひ
奪
暦
隔
靴
。
き
噂
ミ
逡
ひ
§
詫
言
》
鵠
男
舞
ぴ
β
お
”
6
綬
・

帥
　
く
α
q
ド
O
p
。
。
。
ω
貯
。
ひ
。
㍗
9
θ
；
ω
・
ω
刈
O
．

鱒
　
く
α
Q
門
囚
p
。
艮
曽
箋
讐
ゆ
お
ト
σ
一
H
Q
◎
Q
◎
．

紛
　
ヘ
ル
ベ
ル
ツ
は
こ
の
点
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
巷
℃
輿
＄
讐
ご
芦
概
念
の
不
正
確
さ
の
た
め
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
踏
⑦
民
心
旦
8
．
。
剛
f
ω
・

　
①
㎝
－
⑪
Q
。
■

　
　
く
σ
q
r
鵠
虫
欝
の
。
ω
夢
》
o
唱
◎
9
梓
4
ω
・
ω
H
学
Q
◎
H
ひ
。
．

㈱
㈲
「
茗
房
象
。
・
梓
『
。
静
圧
⇔
。
o
o
ヨ
O
帥
σ
q
ロ
①
①
価
①
β
①
導
。
騨
①
」
（
§
’
費
Φ
）
’
（
こ
こ
で
は
⇔
O
ロ
①
【
。
o
冥
ご
β
の
伴
っ
た
や
①
零
㊦
讐
帥
。
昌
は
「
器
碁
7

　
ヨ
。
ロ
こ
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
。

　
　
＜
σ
q
ピ
孚
旨
・
㈱
倉
の
・
〈
同
①
O
ρ

　
　
く
σ
q
「
隅
昌
≦
¢
。
㈹
目
⑦
ぴ
○
．
＜
H
同
α
8
（
「
Q
＃
①
誕
鋒
。
」
”
「
日
。
ヨ
。
目
す
」
ソ

　
　
㈲
「
岳
。
・
け
ぎ
9
」
と
は
く
ヨ
答
ゆ
①
毛
信
碧
器
ぎ
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
〈
σ
q
ゼ
鵠
O
巨
ω
O
鼻
『
O
ワ
O
陣
ゴ
ω
．
邸
O
①
・
〉
昌
ヨ
・
．
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＝
醐
二

㈱
　
頃
。
凱
①
㈹
σ
Q
㊦
び
。
ワ
9
f
O
①
。
。
四
語
冨
房
σ
q
卿
び
Φ
．
b
d
傷
。
卜
σ
①
。
ω
・
ぴ
⊃
醍
」

［
第
四
章
］

ω
　
モ
ナ
ド
は
「
信
コ
O
　
O
O
雛
O
O
ゆ
θ
目
餌
江
0
5
　
①
け
β
づ
ヨ
一
壇
O
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so－called　“criticism”　of　the　theory　of　Forms　in　the　Parmenides　130b－

135c

Subjekt　und　Spontaneitat

　　　　Das　Grundproblem　der　Leibnizschen　Metaphysik　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　von　Kiyoshi　Sakai

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Postdoctoral　Fellowship　Student

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Japan　Society　for　the　Promotion　of　Science，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kyoto　Un呈versiもy

　　Die　vorliegende　Arbeit　stellt　sich　die　Aufgabe，　den　metaphysischen

Grundgedanken　Leibniz’　in　Hinblick　auf　seinen　Begriff　des　．Subjekts“

a｝s　der　．Monade“　herauszustellen．　Von　der　Frage　nach　den　konstituie－

renden　Elementen　der　Dinge　ttberhaupt　ausgehend，　gelangt　Leibnlz　zum

Begriff　der　．einfachen　Substanz“，　d．　h．　der　．Monade“，　Warum　aber　diese

einfache　Substanz　bei　Leibniz　in　ihrem　primaren　Sinne　als　die　Seele．

das　Subjekt　verstanden　werden　soll，　erk1Ert　sich　wie　folgt：　die　Wesens－

bestimmungen　der　einfachen　Substanz，　namlich　．Unteilbarkeit“　und

．Unabhljngigkeit“　findet　Leibniz　vor　allem　im　menschlichen　Subjel〈t，

und　zwar　wegen　seiner　．Spontaneit5t“．　seines　erkennenden，　wollenden

Handelns　selbst．

　　Der　Titel　dieser　Schrift　heiBt　．Subjekt　und　Spontaneittit“．　Dieser

besagt：　das　SubLielet　aus　der　Spontaneitdt　2u　verstehen．　1．eibniz　grenzt

seinen　Begriff　des　Subjekts　gegen　jenen　empirischen　Begriff　eines　passiv

wahrnehmenden，　bzw．　bloB　rezeptiven　Subjekts　insbesondere　bei　dem

damaligen　englischen　Empiristen，　Locke　streng　ab，　Und　er　versucht

die　Wesenscharaktere　des　Subjekts　gerade　in　diesem　Begriff　der　Spon－

taneitat　oder　der　Selbsttatigkeit　zum　Aufweis　zu　bringen
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　　Das　Subjekt　als　solches　ist　also　in　seinem　relnen　Handeln，　das　sich

seinerseits　konkreter　in　drei　Aspekten，　nh’mlich　．Perzipieren“，　，，AusdrUk－

ken“　und　，，Spiegeln“　gliedert，　aufzuzeigen．　Dem　entsprechend　soll　auch

diese　Arbeit　in　die　folgenden　Kapitel　geglledert　werden：

　　Kap．　1：　Die　vorbereitende　Analyse　des　Begriffs　der　．Spontaneitttt“

selbst　und　die　Abhebung　des　Monade－Subjel〈ts　auf　die　Spontaneitat　hin，

　　Kap．　II：　Das　Perzipieren　als　das　in－sich－die－Vielheit－Einigen，

　　Kap．　IH：Das　Ausdrttcken　als　das　den．reinen－lnhalt－nach．αuβen．Enか

falten，

　　Kap．　IV：　Das　Spiegeln　als　das　sich－gegenseitig－ausdrtickend－aufeint

ander－Beziehen．

　　Durch　die　fundamentale　Exposition　dieser　drei　Aspekte　der　reinen

Aktivittit　spitzt　sich　der　Leibnizsche　Begriff　des　Subjekts　zu．　Seine

Subjektsproblematik　beschr5nkt　sich　nicht　bloB　innerhalb　einer　erkennt－

nistheoretischen　Frage　nach　der　Erm6glichung　der　gegenstandlichen

Erkenntnis．　Sie　impliziert　dartiber　hinaus　eine　weitere　Grundfrage，　wie

sich　das　Monade－Subjekt　zu　dem　Objekt，　d．h．　zur　Monaden－Welt　verhHlt．

Es　15St　sich　demnach　sagen：　Bei　der　Frage　nach　dem　Subjekt　nimmt

Leibnlz　gleichzeitig　imrner　schon　den　grundlegenden　Horizont，　worin

das　Subjekt　erkennend　wollend　der　Welt　begegnet，　in　den　Blick．
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